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わが国初の24時間空港である関西国際空港が開港しまして早くも2年が経過し、この間の社会の変化

ともあいまって、泉州地域における空港建設中に計画されていた大規模開発もようやく峠を越えたもの

と思われます。しかし、今年度は、空港の全体計画が具体的に浮上し、これに伴う事業もいよいよ実態

あるものとして計画され、今後、泉南地域のますますの発展が期待される反面、これに伴う発掘調査件

数の増加は明らかであります。

このような状況のもと本市では、先人の残した文化遺産を後世に伝え、残してゆくという重責を果た

すため、緊急発掘調査を随時行なっており、この成果を公表するべく毎年『泉南市遺跡群発掘調査報告

書』として刊行させて頂いております。

本書により、皆様には今年度の最新調査データをいち早く知って頂くと同時に、そこから垣間見る真

の泉南市の歴史の姿を感じて頂ければ幸いと存じます。

特に、今年度は国史跡海会寺跡が史跡公園としてオープンして 1年が経過し、市民の皆様の憩いの場

所として順調に活用頂いております。

さらに、これと向き合う形で建設され、昨年度完成致しました埋蔵文化財センターも、一般オープン

に向けた準備作業が着々と進められており、来年度は、本市文化財行政の飛躍の年になるものと期待し

ております。これもひとえに皆様方のご支援の賜物と深く感謝申し上げると同時に、今後とも本市の文

化財行政によリー層のご理解、ご指導を賜りますようお願い申し上げます。

最後になりましたが、調査にご協力を頂きました地元地権者、近隣住民の皆様、並びに関係諸機関の

方々に深く感謝の意を述べさせて頂きます。

平成 9年 3月

泉南市教

教育長
綾
赤

ヽ

員会

井 悟
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1。 本書は、泉南市教育委員会が平成 8年度国庫補助事業として計画し、社会教育課が担当・実施した

泉南市遺跡群の緊急発掘調査事業の報告書である。

2.調査は、泉南市教育委員会社会教育課、仮屋喜一郎・岡田直樹 。石橋広和 。岡 一彦・城野博文・

河田泰之 。大野路彦を担当者として、平成 8年 4月 1日 に着手し、平成 9年 3月 31日 に終了した。

3。 調査及び整理の実施にあたっては、植田哲也、江尻美代子、大多和恵、奥田桂、小野泉、蒲生徹幸、

河村公美子、木村啓之、蔵田弘幸、島津真理、下尻順子、田止信一、竹内仲一郎、竹中智子、谷本典

子、玉置由紀、辻明宏、土井明彦、徳永素子、中谷めぐみ、浜口浩美、廣岡隆憲、福井元気、藤野渉、

松浦有香子、松本久実、松本真規子、松本真実、真鍋紀美子、南川貴世、向林智与、村上佳子、山口

順也、横井佐絵子、横山英和諸君らの協力を得た。

また、広瀬和雄、鈴木陽一、中岡勝、上林史郎、向井俊生、中沢道彦らの各氏からも有益な助言・

協力を得た。記して感謝の意を表する次第である。

4。 本書の執筆は、石橋・岡。城野・河田・大野が行なった。執筆の分担は目次に記したが、全体の語
ヽ

句や表現の統一及び文章の調整は石橋が行なった。

なお第2章第8節および第 9節の執筆分担は、 1～ 3が河田、4が石橋である。また第 3章第2節

の執筆分担は、 1～ 3が大野、4が石橋である。

5。 現地調査における写真撮影は各担当者が行ない、出土遺物の写真撮影は河田・大野・廣岡一光が行

なった。

6.遺物実測は、横井佐絵子、江尻美代子、大多和恵、河村公美子が行ない、 トレースは、大多和、江
尻が行なった。図版 。挿図作成は、主に石橋、河田が行なった。

7。 本書の編集は石橋が中心となり行なったが、一部仮屋・岡田が補佐した。

8。 本調査にあたっては、写真・スライド等を作成した。広く利用されることを望むものである。

口
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1.各調査区には、個別の番号をつけている。番号の基本構成は、「遺跡略称 (記号)一年度一通し番

号」である。遺跡の略称は、男里遺跡-ON、 キレト遺跡―KR、 樽井南遺跡―TM、 岡中遺跡―OK、

岡中西遺跡―OKW、 中小路遺跡一NK、 中小路西遺跡一NKW、 海会寺跡一KAI、 岡田遺跡―OKW、

新家遺跡―SNである。調査年度をあらわす場合、元号年度は西暦年度に読み替え、上位 2桁を省略し

て表現した。

なお本報告書では、報告文は遺跡毎に章だてしているため、基本的に各章中では遺跡名称を省略し

ている。

2.図 中の方位は、PL.1・ 2では真北を、各調査区位置図・地形図及びPL.3で は座標北を、各

調査区平面図では磁北をあらわしている。

3.本文および図版中に示したレベル高は、すべてT,P.+(m)の数値を使用しているが、T.P.+は省略

している。

4.遺構名称はアルフアベットと任意の数列の組合せで表している。アルフアベットは、SB一掘立柱建

物、SH―竪穴住居、SD―溝、SK―土坑、SX―性格不明遺構、 Pit―柱穴をそれぞれ表す。遺構番号

は2桁を原則として、 1桁の数年の場合は、その前に 0を付している。また、調査区毎に、遺構の種

類別に通し番号を付している。

5.土層断面の一部および掘立柱建物等の柱列の断面位置は、平面図中に指示線とアルファベットによっ

て示され、その場所が一致する。

6。 遺物実測図版では、断面の表示を使宜上、須恵器―黒塗り、縄紋土器・弥生土器・土師器・陶磁器 。

上製品―白抜き、瓦器・瓦質土器―トーン、瓦・石器類―斜線のように塗り分けた。

7.出土遺物の番号は、遺跡毎に土器、石器、瓦の区別無しに通し番号を付した。なお、遺物実測図版

および挿図と写真図版では、遺物番号は統一している。また、同一写真図版内で複数の遺跡の遺物が

存在する場合、番号の前に遺跡の略称を付している。

8。 遺物の出土量を表すのに用いたコンテナは、容積約27.52の ものである。
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第 1章 調査の経過

関西国際空港開港から早くも2年が経過し、これに伴う泉州一円の大規模開発事業も一応の峠を越え

たものと思われた。しかし今年度後半になって空港の全体計画がいよいよ具体化され、同時に関連する

事業も再び計画が表面化してきたようである。

さらに、平成 4年度から昨年度まで、文化財保護法に基づく埋蔵文化財包蔵地における届出件数もほ

ぼ頭打ちの傾向を見せていたが、今年度数年ぶりに上昇に転じたことも、今後の市域における開発の増

加を暗示しているものと思われる。

このようなもとで今年度、本市において第 2表のとおりの発掘調査が行なわれた。このうち本書の本

文中において報告する遺跡数は 7遺跡で、調査件数は、全部で39件である。従来のように、個人住宅建

設等に伴う小規模な調査が主流であるが、今年度は比較的規模の大きな調査も日につくようになった。

以下、それぞれの遺跡の調査について経過を述べてみたい。

男里遺跡は、泉南市域最大の規模を持ち、毎年着実に調査件数が重ねられ成果を挙げている遺跡の一

つである。昨年度末以来、本遺跡においての調査は増加傾向にあり、今年度はさらに調査が集中する結

果となつた。調査のほとんどは、遺跡の北部や北東部にあたる府道堺阪南線から海側部分で行なわれ、

特に、昨年度大きな成果を上げた95-1区、 2区 と同じ地形が推定される地域に集中している。

樽井南遺跡は、今年度試掘調査によって新たに発見された遺跡である。地形的には、長山丘陵へ向かっ

て一気に昇る段丘の麓部分に立地する。丘陵上においては、これまでかなりの件数の試掘調査が行なわ

れていたにも関わらず、全く遺跡は発見されていない。また、調査区から僅かに男里川よりの同じ沖積

段丘面においても試掘調査が行なわれているが遺跡は発見されていない。さらに、近接する男里遺跡に

おいても本調査で検出された性格の集落は発見されていないことから、当時の中世集落の拡がりの特異

性を想定できる貴重な発見である。

岡中遺跡は、金熊寺川の氾濫原上に立地し、小規模ながらも毎年数件ずつ調査が行なわれている。今

年度は2件の発掘調査が行なわれ、本文中においてユ件の調査を報告した。また昨年度未報告の 1件も

併せて報告している。今年度は、いずれも現在の集落の北東部分での調査であった。

岡中西遺跡は、岡中遺跡に近接する同じく金熊寺川の氾濫原上に形成された遺跡である。遺跡発見時

に府道新設などで比較的大きな面積の調査が行なわれたが、それ以降、ほとんど本格的な調査は行なわ

れていなかった。今年度は昨年未報告分を含め 2件の調査を報告した。

中小路遺跡は、市域ではかなり古くから周知されていた遺跡にも関わらず今日までほとんど発掘調査

は行なわれておらず、その性格については全 く不明である。今年度は遺跡の縁辺部で 1件の調査が行な

われた。

海会寺跡は、国史跡として著名であるが、指定地以外でもこれまでかなりの件数の調査が行なわれて

いる。今年度は、久々に国庫補助による調査が行なわれた。 1件のみの調査であるが、調査地は指定地

―
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の南側に位置し、埋積谷が想定されている地域である。

岡田遺跡も、男里遺跡に次いで調査件数の多い遺跡である。特に今年度は、これまで最高の 7件の調

査が行なわれた。今年度は、遺跡の中心部から北東部分、岡田集落の南側においての調査が多く行なわ

れた。

第 1表 平成 8年度発掘及び試掘調査届出一覧表
平成 9年 1月 31日 現在

年 月
発 掘 試 掘 ハ

計

件  数 面 積 (ぜ ) 件 数 面 積 (r) 件 数 面 積 (♂ )

8年・ 3 5 4,941.84 8 8,014.14 13 12,955。 98

4 7 4.222.46 5 10,335。 49 12 14,557,95

5 5 1,167.34 3 7,626.32 8 8,793.66

6 7 2,125.60 4 41,452.51 43,578.11

7 5 2,892.69 2 1,493.53 7 4,386.22

8 9 1,864.08 3 6,342.76 12 8,206.84

9 6 911.53 2 1,953.86 8 2,865。39

10 13 5,289。98 3 1,950,89 16 7,240。87

11 0 0 6 9,570.57 6 9,570。57

12 7 2,423.98 3 14,853.18 10 17,277.16

9年・ ユ 9 38,813.57 6 6,271.15 15 45,084.72

合  計 73 64,653.07 45 109,864.40 118 174,517.47
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第 2章 男里遺跡の調査

第1節 既往の調査 (PL.1～ 3)

市域の北西縁で阪南市との境を流れる男里川、その右岸に男里遺跡は立地する。その範囲は東西に約

1.3km、 南北に約1.5kmを 測り、現行の行政区画でいえば男里、馬場、幡代の一部をその範囲におさめる

市域最大の規模であり、その大きさから地形分類的にも氾澁原、自然堤防、旧河道そして沖積段丘面と

複雑な様相を見せているが、大きく分けると遺跡の西縁、現在の男里の集落が位置しているところが自

然堤防、反対側の遺跡の東縁が沖積段丘面にあたる。遺跡の中心にある双子池は男里川の旧河道の痕跡

であり、旧河道は遺跡の中心を南北に貫流していたことが窺える。そして、旧河道を中心として氾濫原

が左右に拡がっている。現在、自然堤防や沖積段丘面上には集落が営まれており、残る氾濫原の大半が

耕作地として利用されている。

当地が遺跡として知られるようになるのは古く、1930年のことで、遺跡内の上砂を搬出中に弥生土器

などが偶然発見され報告されたことに始まる。その後も地元研究者の積紅的な踏査研究によって多くの

遺物が採集され、遺跡の範囲が確定されていった。その後、1975年以降には行政機関による発掘調査が

開始され、遺跡の範囲や内容が一層明確になっていくこととなった。こうした発掘調査は小規模のもの

ではあるが、現在までに相当数の地点で発掘調査が実施されており、多くのデータの蓄積が進んでい

る。また近年、旧河道の右岸に遺跡を南北に縦貫する形で敷設される大規模な府道新設に伴って行われ

ている発掘調査では、非常に多くの情報が得られている。ここではこれらの調査によって知り得た知見

を述べていきたい。

男里遺跡において縄紋晩期の遺物は、北西部の氾濫原及び谷低湿地上に見られ、1985年に包含層より、

滋賀里Ⅲ・Ⅳ式が出土した研が代表であったが、昨年度の調査で縄紋晩期の系譜を引く突帯紋土器と当

該期の遺構が検出されだと特に搬入されてきたと考えられる生駒西麓産の胎土をもつ長原式上器や和泉

南部ではじめて検出された浮線紋土器の存在は、当該期の泉州南部の歴史的評価を変えるものとなり得

た。

弥生時代前期における遺構は確認されていないものの、若干の遺物の出土が見られる。中期後葉の住

居群準木棺墓挙ち集落域が、遺跡の南東部にあたる旧河道右岸の沖積段丘面上で確認されている。

この集落は拠点集落として考えられており、府道新設に伴う調査で少しずつではあるが、集落の内容

が明らかになりつつある。後期及び庄内式併行期の遺物は遺跡の中央部、訊子池の周辺に散発的に見ら

れる小、明確な遺構の検出には至っていない。

古墳時代にあたる遺構は、遺跡の北西部において6世紀後半の澪準小石墾憾どが確認されているが、

実態は不明な点が多い。なお、過去の調査において、遺跡の北西部、旧河道の左岸の自然堤防や氾濫原

において、散布的ではあるが多くの遺物が確認されていることから、その周辺に集落が存在する可能性

は高い。

奈良時代にあたる遺構は、掘立柱建拶小旧河道の左岸において確認されている。この地区では古墳時

代の遺物が確認されている地域と重なっていることから、古墳時代から奈良時代にかけての集落の中心

は旧河道の左岸の可能性が指摘されている。しかし、府道新設に伴う調査で、当該期と思われる土器構
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墓や掘立柱建物斧小検出されており、集落が大きく拡がりを示した時期だと考えられる。

平安時代にあたる遺構は、掘立柱建物が旧河道の両岸で確認され、集落の拡がりが考えられる。

鎌倉時代以降の遺構は、現在の男里集落や馬場集落内に多く見られると周辺の遺跡においても中世を

中心とする遺構が多く検出されていることから、当該期に集落が最も拡大し、周辺遺跡も増加していつ

たと考えられる。また、耕作痕と考えられる遺構も同時に広範囲にわたり確認されており、この時期に

大規模な開発が行なわれていたと推測できる。そして現在、このような地域には、中世以降の集落の存

在を示す遺構は検出されておらず、中世以降には、現在のような集落域と生産域の分布の基礎が作られ

たと考えられる。

このように男里遺跡においては、多岐にわたる数多くのデータが蓄積されつつある。今後、これらの

データの有機的結合が必要であろう。

第 2節  96-1区 の調査

1.位置 (PL,3、 第 1図 )

調査地は男里遺跡の西部、馬場集

落の西側にあたり、地形分類では沖

積段丘に位置する。周辺の調査で

は、調査地に隣接する府道新設に伴

う調査において、遺構面が二面確認

されており、地山面において奈良時

代の上器棺墓や掘立柱建物、上面で

は中世の耕作痕が検出されている。

調査区から約40m北東の泉南市教育

委員会による調査では、古代のもの
第 1図 男里遺跡96-1区地形図

と考えられる掘方群カミ 旧1可道の対岸100m西の調査では、奈良時代の掘立柱建物が確認されてい幾 こ

のように今回の調査区周辺は、男里遺跡でも古代及び中世における遺構、遺物が比較的多い地域といえ

る。

トレンチは 1カ所設定し、遺構の検出状況に従い可能な範囲で拡張を行った。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.5。 14・ 15)

トレンチの層位は以下のとおりである。盛土 (①層)を除去すると、灰褐色シルト (②層)、 淡灰黄

色シルトマンガン混入 (③層)、 灰黄褐シルト (④層)と続く。これらの層位からは遺物は出上しな

かったものの、このうち③④層は近隣の過去の調査において中世包含層として認知されている。

以下は、黒褐色シルト(⑤層)、 茶褐色シルト (⑥層)と続き、地山である黄褐色シルト (⑦層)に

至る。このうち⑥層は、調査区で部分的に堆積している土層である。地山自体が南西ヘレベルを下げて

おり、そのため直上の⑤層も調査区の南西側に向かって堆積している。この⑥層は部分的に見られる層

位であり、調査区の大半は⑤層直下が地山の⑦層になっている。
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なお、⑤層及び⑥層上面において遺構検出を行った。⑤層上面においては明確な遺構は見られなかっ

たが、⑥層において 7世紀後半代の掘立柱建物、廃棄土坑、竪穴住居、ピット、溝などを検出した。

また、中世包含層以下の各層はごく小片の遺物しか出上しなかったものの、直上包含層及び遺構面の

年代などから、⑤層は7世紀後半以降中世以前、⑥層は7世紀後半以前という年代が考えられる。

3.遺構 (PL。 5。 14・ 15)

⑥層上面にて検出した遺構には、掘立柱建物、廃棄土坑、竪穴住居、ピット、溝などがある。これら

のうち、掘立柱建物、掘立柱建物と竪穴住居、竪穴住居と廃棄土坑に切り合いが認められ、ある程度の

時期幅が考えられる。

掘立柱建物は2棟検出し、切り合い関係が認められる。いずれも調査区外へ伸びるため、全体の規模

は確認出来なかった。また、各掘立柱建物を構成する柱穴から遺物が若干出上したが、いずれも小片の

ため明確な年代を示すには至らないものばかりであった。

S B 01は、桁行 2間 (3.5m)、 梁行 2間以上の規模を持つ。柱間は桁行約1.8m、 梁行約 2mで、柱

筋はN-4°一Eを さす。掘形は一辺60cm前後の隅丸方形で、径30cm前後の柱痕を持つ。断面を見ると各

柱穴とも、柱痕埋土 (③層)の直下、ちようど柱痕にあたる部分に灰白色粘土 (④層)が薄く見られる。

S B02は、桁行 2間 (3.5m)、 梁行 2間以上。柱間は桁行約 1.8m、 梁行約 lm以上で、柱筋はN―

20°
二Wを さす。掘形は一辺60cm前後の隅丸方形で、30cm前後の柱痕を持つ。断面を見ると、検出した

3つの柱穴のうちのひとつにS B01と 同じく柱痕埋土直下に灰白色粘土が薄く見られる。

S K01は不整円形を呈し、規模は東西方向3m、 南北方向3.2m、 深さは30cmで ある。急激に落ち込

む肩を持ち、底面はほぼ平坦である。埋土のうち①層から④層まで焼土、炭化木片を含み、このうち

②、③層において多量の上器片が出土した。断面を見ると各層は、北西から南東に向かって傾斜を持

つ。なお、土坑には被熱の跡や、石組み等の痕跡は見られなかった。

出上した土器は7世紀後半代のもので、土師器、須恵器、製塩土器、移動式カマドの一部などその内

容は多岐にわたる。また、土坑埋土を一部持ち帰り水洗したところ、炭化木片や焼上、スサの入った焼

土、骨片、スラツグ、須恵器窯などの窯壁と考えられる還元色を呈する焼土などが多量に見られた。な

お、遺構の性格は、これら出土遺物から廃棄土坑と考えられる。

S H01は、径 3× 3.6mの 隅丸方形の竪穴住居である。検出面と床面との比高差は15cmと 浅いもので、

床面は貝占床 (C層 )が施されている。これは、土層断面から地山成形時の勾配を修正するためのものと

考えられる。以下に住居内施設の痕跡について見ていくこととする。

主柱穴は、床面である⑤層及び地山成形面である①層上面とも検出されず、周辺にもそれらしきピッ

トは見当たらない。どのように上屋を支持していたのかは不明である。

据付式のカマドは、住居北西側壁から1.4m程ほぼ直角に伸びる煙道を持ち、焚口付近は長精円形に

10cmほ どの窪みを持つ。これは土層断面によると、煙道側は地山を掘りくぼめ、焚口側は貼床を施す

ことにより形成されている。なお、焚口には高杯の脚部など煮沸具の支持施設などは見られなかった。

また、焚口底面は被熱した痕跡が見られず、土層断面を見ても炭化物の堆積はあまり見られない。

竪穴住居南西側壁沿いに土坑と、それに取り付くような形で半円状のプランの拡張が見られる。上坑

は、径80× 60cmの不整円形でちようど中央付近を境に二段に掘られている。土坑北半分は30cm、 南半分
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は 5cmほ どの深さである。なお、この土坑内から、土師器の皿 (58)が出土した。

S X01は、蛇行する浅い溝状で、規模は検出長 2m、 最大幅 lm、 深さ25cm程である。遺物は出土

しなかった。

ピット群 (Pit 01～ 08)が見られるが、これらの埋土は黒褐色シルトで、いずれからも遺物は出土し

なかつた。なお、これらのうちPit 01～ 03は 14mほ どの等間隔でほぼ直線に並ぶ。

4。 遺物 (PL.12)

今回図示する遺物は、 S K01出土 (1～ 57)の ものと、 S H01内の土坑出土 (58)の ものである。

1～ 4は、須恵器の杯である。日径との比率、器形からいくつかの型式に分類が可能であるが今回は

行なわない。

1・ 2は、ほぼ平底の底部と、直立しやや外反する口縁部との境に弱い稜線を持つ。底部にはヘラ切

り痕が見られ、器壁は内外面ともナデが施されている。これらは、器高と底部から稜線までの高さの比

率で更に細分が可能かも知れない。

3は、やや丸底の底部と、外反する口縁部との間に弱い稜線を持ち、その稜線と口縁部の間がやや内

彎する。底部タト面にはヘラ切り痕が見られ、器壁は内外面ともナデが施されている。

4は、平底の底部からタト反しつつ立ち上がり、日縁端部は更に若千外反する。器壁は内外面とも回転

ナデが施されている。

5は、杯蓋である。口径22.6cm、 器高4.2cmと 通常の 2倍ほどの法量を持つ。天丼部には、.欠損して

いるものの、宝珠つまみがついていたものと考えられる。器壁外面上部にはカキロが施されており、そ

の下方には回転ナデが施される。

6～ 13は、土師器の杯である。これらは器形からいくつかの型式に分類が可能である。

6～ 10は、平底ぎみの底部から緩やかに口縁部へ立ち上がり、日縁端部がやや外反し、その屈曲点で

弱い稜線を持つ。内面及び口縁端部外面はヨコナデが施されており、そのほかは不定方向の粗いナデや

指頭痕が見られる。内面にはヨコナデの後、右上りの放射状暗文が底都中央に空白を残し、屈曲部付近

まで施される。

11～ 13は、丸底の底部に外反する口縁を持ち、その境界である屈曲部は、比較的明瞭である。内面及

び口縁端部タト面はヨコナデが施されており、そのほかは不定方向の粗いナデや指頭痕が見られる。内面

にはヨコナデの後、右上りの放射状暗文が底部中央に空白を残し、屈曲部のやや上の部分まで施されて

いる。また、11・ 13は器壁外面に面積の400/O前後にあたる大きさの黒斑が見られる。

14は、高杯の杯部である。緩く立ち上がり、日縁部付近にて弱い稜線を持ち、日縁端部はさらに外反

する。右上りの内面及び口縁部付近の稜線までヨコナデが、それ以下は粗いナデが施されている。内面

にはヨコナデの後、放射状暗文が底部中央に空白を残し、外面の稜線付近まで施される。脚部との接合

面は剥離しており、このことから脚部と杯部は別作りで、脚部に杯部をのせて接合していることがわか

る。

15は、皿である。平底ぎみの底部と外反する口縁部との間に、弱い稜線をもつ。内外面とも稜線の部

分まではヨコナデが施されており、それ以外は不定方向のナデが見られる。

16～ 27は、土師器の甕である。
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このうち20～ 23・ 25は、器壁外面に煤が付着する。

16・ 20。 21。 24は、日縁端部に面を持ち、内面に弱い稜線がみられる。全体の器形を残す個体はない

ものの、体部はあまり張り出さず寸胴であつたと考えられる。体都外面及び口縁部内面にハケロを残し、

体部内面は、ヨコナデを施すもの (16・ 24)、 縦方向の強いナデを施すもの (20)、 指頭痕を残し一部

にヘラケズリを施すもの (21)な どがある。

17は、口縁端部が面を持ちながら九くおさまり、内面に弱い稜線を持つ。日縁部に擬口縁の痕跡と思

われるクビレがめぐる。口縁端部は、ヨコナデが見られる。内面にはヨコナデの後、ハケロが施され、

一部体部内面にまで及んでいる箇所もある。体部外面はハケロが施され、口縁部との屈曲部を一部ナデ

消している。体部内面は、板状工具によるナデが見られる。

18は 、口縁端部を丸くおさめ、内面には弱い稜線を持つ。摩耗が激しく、調整は不明である。

19は、口縁端部に面を持ち、その端部をつまみあげる。器形は残りが悪いものの、肩部の屈曲から他

のものに比べ胴の張ったものになると考えられる。口縁部外面はヨヨナデが施され、内面にはハケロが

見られる。体部外面はハケロが見られ、一部口縁部に及んでおり、内面はナデが施される。

22は、やや内彎しつつ立ち上がる日縁部で、端部に弱い面を持つ。口縁部内外面は、ヨコナデを施

し、内面には一部、ハケロが見られる。体部外面は、ハケロが見られる。

23は、外反する口縁の端部をつまみあげ、内面に弱い稜線を持つ。日縁部内外面はヨコナデが施さ

れ、体部外面にはハケロが見られる。体部内面は板状工具によるナデが一部見られるが、あまり丁寧に

調整が施されておらず、接合痕を残す箇所がある。

25は、把手付甕の把手部分である。把手部分には指頭痕を残し、体部にはハケロが見られる。

26。 27は、器壁外面に二次焼成を受け、器壁が一部剥離している。製塩土器によく見られるもので、

何らかの関連があるのかもしれない。

28～ 55は、製塩土器である。

28～ 47は口縁部で、外面は粗いナデ、内面は丁寧にナデを施す。一部、器壁外面に接合痕を残すもの

があることから、粘土紐を巻き上げることにより成形していると考えられる。やや内彎するもの (28～

32)、 ほぼまっすぐ立ち上がるもの (33～ 86)、 内彎しつつ口縁端部内面に弱い稜線を持つもの

(37)、 ほぼまっすぐ立ち上がり口縁端部に弱い稜線を有するもの (38～ 40)、 ほぼまっすぐ立ち上が

り他のものよりやや下に弱い稜線を有するもの (41～ 44)、 ほぼまっすぐ立ち上がり、強い稜線を持つ

もの (45。 46)、 外反する口縁部に口縁端部内面に弱い稜線を持つもの (47)な どがある。

48～ 55は、底部である。尖底で、外面には粗いナデが、内面は指頭痕が見られる。48～ 51は、九みを

帯びた尖底で、このうち51は、他のものより底部の器壁がやや厚い。52～ 55は、乳頭状の尖り底を呈す

るものである。このうち551よ、他のものより器壁がやや薄い。なお、これらの形態の差異は、同一型式

内の範疇に含まれると考えられるO。

56・ 57は、釣鐘形真蛸壷である。56は口縁部にあたり、ヨコナデにより凹線状の凹凸を残す。57は

吊り手部分で、内外面とも指頭痕を残す。

58は、皿である。全体に剥離しており、調整はほとんど不明であるが、底部内面に放射状暗文が一部

見られる。
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第 3節  96-2区 の調査

1.位置 (PL.3、 第 2図 )

調査区は、男里遺跡の西端にあた

り、男里遺跡内に含まれる光平寺跡

の推定寺域とも接している。また、

大阪府指定建造物である正平 24

(1369)年の銘を持った光平寺の五

輪塔は北東へ約50mの地点に存在す

る。さらに男」 |はでは南西に約30m

と近接し、地形的にも氾濫原上に立

地しているものと考えられる。

rrナ        〃

第 2図 男里遺跡 96-2・ 3区地形図

2.層位と遺物の出土状況 (PL.6。 17)

盛土を約80cm、 旧滋味上を約20cm除去すると、床土と考えられる褐色砂質シル トが検出されるが、

やや砂質が強いようである。この下層には約15cm程の暗褐色の礫層が介在し、黄褐色の粘性シルト層に

至る。この黄褐色粘性シルト層の上面で遺構検出を行なったが、遺構は検出されなかった。

さらにこの下層には暗褐色砂礫 (約 25cm)、 黄掲色微砂 (約 40cm)な どのいずれも河川の氾澁による

堆積と考えられる層が続き、褐色砂礫層に至る。

いずれの層からも遺構・遺物は確認されなかった。

第 4節 96-3区 の調査

1.位置 (PL.3、 第 2図 )

調査地は、男里川の堤防から北東約20mと 近接した地点である。地形的には明らかに氾濫原上に立地

するものと考えられる。96-2区 トレンチからは北西に約50mの地点である。

2.層位と遺物の出土状況 (PL。 6。 17)

盛土を約60cm除去すると、褐色の砂質シルトが約25cm認められる。ブロック状の上を含んでおり、

かなり最近に攪乱された層のようである。

さらに下層には暗褐色の砂礫層が検出された。氾濫原の堆積と考えられ、この層以下は、プライマリー

な層のようである。遺構・遺物は検出されなかった。

第 5節  96-4区 の調査

ユ.位置 (PL.3、 第3図 )

調査区は、府道堺阪南線「男里川」交差点から北側へ約100mの地点で、現在の男里集落のほぼ中心
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部にあたる。

地形的には、男里川の氾濫原上に

立地しているものと考えられる。現

在の男里集落における府道堺阪南線

より海側部分では、これまでかなり

の数の調査が行なわれており、良好

な粘性シルトの面が検出されている

一方、砂礫層だけが検出されている

場合もある。しかしそれらからの大

半は、中世を中心とした調査結果が

得られている。

m上

X_―  け
第 3図 男里遺跡96-4区地形図

2.層位と遺物の出土状況 (PL.6。 17)

約20cmの現代の盛土を除去すると、褐色の砂質シルトが約50cmに わたって認められる。ブロック状の

上を含んでおり、整地上と考えられる。この下層には暗褐色の粘性土層が約30cm検出され、上面の精査

の結果、ビットを2基検出した。さらに下層には、黒褐色粘性土 (約 20cm)、 極暗褐色粘性土 (約

33 cm)が確認され、褐色の砂礫層に至る。なお、極暗褐色粘性土層掘削後、断面を精査したところ掲

色シル トとの切り合いが認められ、極暗褐色粘性土層は、巨大な遺構の一部であった可能性が高い。

遺物は、褐色砂質シルト層の下層から中世の須恵器 。土師器 。瓦器・瓦や古墳時代後期の須恵器の他

に炭化物や焼上のブロックなども併せて出上している。暗掲色粘性土層と黒掲色粘性土層からは土師器

の細片の他、古墳時代後期の須恵器などが出土している。極暗褐色粘性土層からは同じく土師器の細片

の他、庄内式併行期の奏や製塩土器が数点出上している。

3.遺構 (PL. 6・ 17)

暗褐色粘質土層の上面で、ピット (Pit ol・ 02)を 2基確認した。 トレンチのほぼ中央に並んで確認

された。いずれも円形を呈し、径約20cm、 深さ約 12cmを測る。埋土は、炭を少量含んだ褐色粘性シル

ト1層である。柱痕は確認することはできなかったが、かなりしっかりした掘方であり、柱穴と考えて

よいだろう。

遺物は、土師器片の他に黒色土器片が出土しているが図化できなかった。

4.遺物 (PL。 34、 第 4図 )

59～ 69は、褐色砂質シルト層から出上している。

59～ 61は須恵器である。59は杯蓋と考えられる。外面の回転ヘラケズリは比較的シャープである。

白色粒を非常に多く含んでいる。60と 61は、甕の口縁部である。大きく外反する口縁部で、端部は九く

仕上げられている。いずれも古墳時代後期の所産と考えられる。

62～ 65は、瓦器である。 62・ 63は、椀である。62は比較的緩やかに立ち上がり、大きく開く口縁部で

ある。摩減のためヘラミガキ等の調整は不明である。63は 高台部分であるが、粘土紐を張りつけただけ
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第 4図 男里遺跡96-4区 出上の上器

の平坦なものである。 64。 65は、皿である。 65は、内面に丁寧なナデが施される。

66～ 68は土師器である。 66と 68は、紀州系と考えられる甕の口縁部である。66は、体部から口縁部

に向かって緩やかに屈曲して立ち上がり、端部はやや丸みを帯び内面が僅かにつまみあげられる。 68

は、大きく外反し端部は平端をなしている。 671よ 、小皿である。底部は平たく口縁部に向かってほとん

ど立ち上がらず、端部は僅かに上方へつまみあげられる。

69は、外来系の瓦質土器の三足である。

70は、中世の遺構面である黒褐色粘性土層から出土している。須恵器の杯または杯蓋である。外面は

回転ヘラケズリが鮮明に認められる。

71～ 74は、極暗褐色粘質土層から出上している。

71は甕である。下方へやや膨らみを持つ底部で、内面はハケロ、外面には僅かにタタキロが認められ

る。

72～ 74は 、製塩土器である。いずれも底部は上げ底で、裾広がりの脚部に筒状の体部が取り付くもの

と考えられる。 72は最も残りがよく、体部の取り付き部は指頭圧痕、体部はタタキが施される。

第 6節  96-5区 の調査

1.位置 (PL。 3、 第 5図 )

調査地は、双子池の北東約200m、 現在の男里集落のややはずれの水田にあたる。平成 8年度調査分

のトレンチとの位置関係は、96-6区からは南西に約150m、 96-8区からは南へ約200mの地点である。

地形的には男里川の氾澁原または旧河道上に立地するものと考えられる。 トレンチは 2カ所設定した。
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2.層位と遺物の出土状況 (PL.6。 18)

第 1ト レンチは、調査地の南側に設定した。現代の耕作土 (約 20cm)、 褐色砂質シルトの床土 (約

10cm)を 除去すると、灰褐色砂質シルト、黄灰褐色砂質シルト、褐灰色砂質シルトなどの旧耕作土と

考えられる層が10～ 20cmほ ど認められる。これらの下層には部分的ではあるが灰黄褐色粘性シルトが

約15cm介在し、遺構が検出された暗黄褐色粘性シルト層に至る。また、暗黄褐色粘性シルト層が確認で

きたのはトレンチの南西約 5mだけで、北東部分では黄褐色の粘土を含んだ礫層が検出され、礫層の部

分では遺構は検出されなかった。

遺物は、旧耕作土などから中世の所産と考えられる土師器や須恵器片が僅かに出上した。

第 2ト レンチは、調査区東側に設定した。層序は、第 1ト レンチとほぼ同じであるといえる。現代耕

土 (約 30cm)、 赤褐色砂質シルトの床土 (約 15cm)の下層には、灰掲色砂質シルト (約 10cm)、 黄灰褐

第 5図 男里遺跡96-5～ 8区地形図
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色粘性シルト (約 10cm)、 褐灰色粘性シルト (約 10cm)、 灰黄褐色粘性シルト (約 5cm)な どの旧耕

作上が認められ、暗灰色の砂礫層に至る。遺構は検出されなかつた。

遺物は、第 1ト レンチ同様に、旧耕作土から中世の上師器などがごく僅かに出上している。

3。 遺構 (PL.6・ 18)

第 1ト レンチでピットなどを検出した。大半が柱穴と考えられるもので、明確な柱痕を持つものもあ

る。平面形は全て円形を呈し、径24～ 36cmを測る。断面形は、緩やかな凹面形のものと逆台形のものが

ある。深さは、浅いもので 8cm、 深いものでは32cmを測る。埋土は、褐色または暗褐色の粘性シルト

である。特に、Pit 03や 041よ、明確な柱痕部分が確認され、ビットの底部には根石と考えられる厚さ約

3cmの砂岩製の平坦な石が数個敷かれた状態で検出された。遺物は、中世の所産と考えられる土師器片

などが僅かに出上しているが、図化できるものはなかった。

これらのビットのうち、 Pit01・ 02・ 051よ、柱間がいずれも2mを測り、掘立柱建物の柱列として考

えることができる。また、Pit03・ 04の柱間は同じく2mを測り、Pit 03の東側■5mに は、Pit06が

ほぼ対応しており、同様に掘立柱建物として考えることができる。いずれの建物もトレンチ外に伸びる

ため関数等の規模は不明である。

第 7節 96-6区 の調査

1.位置 (PL。 3、 第 5図 )

調査地は遺跡の中央部やや北よりに位置している。府道堺阪南線「男里北」交差点から約20m北上し

た地点である。本調査区から東南へ約20mに位置する95-1区においては縄紋晩期に属する遺構や遺

物が検出されていると地形分類上は氾濫原または沖積段丘面上に立地していると考えられる。

トレンチは 1カ所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.6。 18)

調査地の現況は休耕地であり、耕作上である灰黒色土 (約10cm)を除去すると、床土層である淡灰黄

褐色土 (約 15cm)と 黄灰褐色シルト (約 10cm)の 2層 がある。床土層の下には旧耕作土と捉えられる

灰褐色シルト (約 15 cm)が認められる。続いて暗黒灰褐色シルト (約 20cm)があり、 トレンチの北側

では同系である淡黒灰褐色粘土が一部に認められる。さらに灰褐色シルト (約2∝m)、 灰褐色砂礫 (約

10cm)、 暗茶褐色シルト (約 10cm)、 淡黒褐色粘土 (約 20cm)と続き、暗黄褐色シルトの地山へと

至る。また各層は基本的にほぼ水平に堆積している。

淡黒灰掲色粘土層より上層では古墳時代から中世の上師器などの細片が混在しており、また下層では

弥生土器かと思われる細片が出上したが、いずれも図化し得なかった。

遺構は旧耕土層以下の各層において精査を行ったが、遺構が検出されたのは地山面のみであった。

3。 遺構 (PL.6。 18)

検出された遺構はいずれもピットである。全部で9基 (Pit01～ 09)が検出された。トレンチの中央
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から北半部にかけてやや集中している。

ピツトは平面形が楕円形ないしは不整円形をなし、直径 20～ 25cmを 測るものが 6基、円形で直径

ユOcm程度のものが 3基である。深さはいずれも5～ 15cm程度を測る。埋土はほとんどが淡黒褐色粘土

の 1層 であるが、 Pit 04の み炭を多く含む暗灰褐色シルトであった。柱痕はPit05に おいてのみ確認さ

れた。またPit04の底部には直径20cm程 の砂岩が 2つ置かれており、根石であろうと考えられる。Pit

01・ 04,05の埋土から土器片が、また Pit 06か らは石製品がそれぞれ出土した。出土した土器片はい

ずれも激しく摩滅しており、図化し得たのは Pit04から出上した土器 1点 (75)の みであるが、いずれ

の遺構も当該期に属する可能性が高い。

4.遺物 (PL。 35、 第 6。 7図)               、

遺構から出土した遺物のうち、図化し得たのはPit04か ら出土した土器片

とPit06よ り出土した石製品のみであつた。

75は 、Pit04か ら出上した土器片である。長辺が4 7cm、 短辺が3.5～ 4cm

を測る破片であり器種は不明であるが、器壁が僅かに内彎しており、また内

面の一部に粘土紐の痕跡が認められることから深鉢などの胴部から口縁部に

かけてのものと考えられる。

７５
0         4cm

…
第 6図 男里遺跡96-6区

出上の土器

全体に非常に摩減が激しいが、破断縁の上位から下に向けて線刻が施され

ている。線刻は破片の中央から右側にかけて連続する鋸歯文が刻まれている。線刻の太さは約1.5mm程

で、最も太いところで 3mmを 測り、深さは摩減のため lmmに も満たず、断面は浅いU字形となってい

る。また破断縁を三角形の底辺とすると最大長は約 2cm、 底辺の幅は約 lcmと なる。右側には長さlcm

に満たない刻線が、左側の三角形と同様に右斜目下に向かって伸びている。

色調は外面が暗褐色から灰褐色で、内面は暗褐色を呈する。胎土には、最大 3mmの白色砂粒を多く含

み、焼成は良好である。

76は 、Pito6から出土した石製品である。半月形をしており、円弧部分に摩擦痕が認められる。一見

すると石包丁の未製品のようでもあるが、摩擦痕が円弧部分の全面に及ぶことから石製品とした。楕円

形をした原礫を半砕し使用したようである。また原礫を円盤状に加工している可能性も考えられるが加

工痕は認められない。

石材は緑泥片岩で、直線部の長さが 13.5cm、 幅 0.6～ 2.2cmを 測る。重量は152gである。

第 8節 96-7区 の調査

1.位置 (PL.3、 第 5図 )

調査地は男里遺跡の北部、男里集落の北東にあたり、地形分類では旧河道に立地する。周辺調査で注

目されるのは、双子池下池において庄内式併行期、飛鳥時代の流路が検出されており、自然流路もしく

は、それに隣接する前述した時期の集落が存在する可能性の高い地域である。

トレンチは 1カ 所設定した。

―-16-―
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第 7図 男里遺跡96-6～ 8・ 11区、95-11・ 17区出上の遺物

2.層位と遺物の出土状況 (PL.7・ 18)

トレンチの層序は、盛土 (①層)を 除去した後、黒褐色シルト (②層)、 緑灰色粘性シルト (③

層)、 褐灰色粘性シルト (④層)、 明褐色粘性シルト (⑤層)が水平堆積し、⑤層から中世の遺物が出

土した。これ以下は、茶褐色粘性シルト (⑥層)、 灰責色細砂 (⑦層)、 暗42J色粘土 (③層)と続き、

礫混じり灰白色粘土 (⑨層)に至る。③層以下は
'可

川堆積を呈し、③層最下部で縄紋時代晩期の遺物が

出上した。これらから、男里遺跡にみられる旧河道は、少なくとも縄紋時代晩期にはこの辺りに存在

し、中世以前には埋没したものと考えられる。また、⑥層に見られるように、ある程度埋没した後、一

定期間沼状に滞水した時期があったものと考えられる。

3.遺物 (PL。 35、 第 7図 )

図化できたのは、③層の暗褐色粘土から出土した縄紋晩期の所産と考えられる土器だけである。

77～ 79は、深鉢の口縁部である。

77は、やや外反する口縁部で端部は面取りを行なっている。端部から約 lcm下方には、貼付突帯紋を

有する。突帯の断面はかなりしつかりとした台形を呈し、突帯上にはD字形の刻目を施す。色調は淡黄

橙色を呈し、胎土は在地系のものである。復元口径は、17.4cmを 測る。

78も 、やや外反する口縁部で、端部を僅かに面取りを行い、D字形の刻目を施している。口縁端部か

ら約1.5cm下方には貼付突帯紋を有し、断面形はやや丸みを帯びた台形を呈している。突帯上にはD字

形の刻目を施す。色調は灰黄褐色を呈し、胎土は在地系のものである。復元口径は、22.Ocmを 測る。

79は、ほぼまっすぐに立ち上がる口縁部で、端部は九みを帯びている。口縁端部に接して貼付突帯紋

を有する。突帯の断面は丸みを帯びたカマボコ状を呈している。突帯上の刻目は、摩滅のため不明であ

る。色調は褐色を呈し、胎土は生駒西麓のものである。

80～ 82は底部である。80と 82は上方に向かって大きく開き、81は「ハ」の字形に開く。いずれも平底

であるが、81と 821よ、上げ底状の底部である。色調は、80と 82が淡黄橙色、81が褐灰色を呈し、いず
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れも胎土は在地系のものである。

第 9節 96-3区 の調査

1.位置 (PL。 3、 第 5図 )

男里遺跡の北部にあたり、地形分類では氾澁原に位置する。訊子池の堤体改修に伴う調査で、古墳時

代後期の流路が確認されてお戻 今回の調査区はその流路の下流右岸にあたると考えられる。

トレンチは 1カ所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.7・ 18)

トレンチの層位は、黒色シルト (①層)、 褐灰色シルト (②層)、 灰掲色シルト (③層)の水平堆積

を呈する耕土層が見られる。このうち、②、③層より瓦器椀片及び真蛸壼片が出上したことから、これ

らの包含層は中世にその帰属時期を求め得る。

これより下層では、礫混黄色粘土をベースとする谷状の落ちが見られる。東へなだらかな傾斜を持ち、

その埋土は灰褐色粘性シルト (④層)、 茶褐色粘土 (⑤層)、 茶色砂質土 (⑦層)である。このうち④

層及び③層の状況から、埋没時には滞水していたものと考えられる。また、これらの層位より上師器片

が出土した。

この谷状の落ちは、直上包含層から少なくとも中世以前に埋没したと考えられるが、埋土からの遺物

力Ⅵ 片ヽのため、正確な年代は現時点では不明である。なお、 トレンチ東半において更に落ち込むようで
あるが、遺物は出上しなかった。また、この落ちは、先述の旧河道の左岸と考えられる。

今回の調査から、この旧河道は少なくとも中世には地形的に安定し、耕作地として利用されたものと

いえる。

ちなみに男里遺跡では、中世以前における集落の変遷もさることながら生産域の存在が確認されてい

ない。段丘面の開発が始まる中世以前、可耕地として利用していたであろう限られた沖積地がひらける

のは、今回の調査地周辺である。つまり男里遺跡北部は、男里遺跡の生産域とも言うべき地域に想定で

き、今後の調査が期待される。

3。 遺物 (第 7図 )

図化できたのは、83～ 87の 5点だけである。

83と 84は、③層である灰褐色シルト層から出上した。

83は、古墳時代後期の所産と考えられる須恵器の杯または蓋である。口縁部は欠損している。外面に

は回転ヘラケズリが僅かに認められる。84は、土師器の皿である。中世以降の所産である。

85～ 87は、④層である灰褐色粘性シルト層から出上した。いずれも瓦器椀である。

85は「ハ」の字に開く口縁部で内面には僅かにヘラミガキが認められる。86は、しっかりと立ち上

がる高台で、断面形は三角形を呈する。871よ、粘土紐を張りつけただけの簡略な高台である。

―-18-―



第10節  96-9区 の調査

1.位置 (PL.3、 第 8図 )

男里遺跡の北部、地形分類では氾

濫原に位置する。 トレンチは 1カ所

設定した。

2.層位と遺物の出土状況

(PL。  7。 19)

トレンチの層位は、盛土 (①層)

及び褐灰色細砂 (②層)を除去した

後、黒灰色シルト (③層)が見られ

る。③層は現代耕土層と考えられ、

第 8図 男里遺跡96-9区地形図

青灰褐色粘性シルト (④層)、 褐灰色粘性シルト (⑤層)、 灰褐色粘性シルト (⑥層)と ほぼ水平堆積

を呈し、地山である灰白色粘土 (⑦層)に至る。遺物は④層より土師質土器片が、⑤層より三足釜の脚

部片、土師質土器片がそれぞれ出土した。このことから、これらの層位は中世包含層として認識できる。

これらの層位は、中世包含層直下が地山となっており、男里遺跡で一般に見られる中世包含層直下の

黒褐色土が存在しない。なお、この黒褐色土は主に旧河道右岸を中心に分布するもので、地山面のレベ

ルは今回の調査地付近よりも高い。この差異が何に起因するのか、旧河道周辺の地形変遷を考えていく

上で、ひとつの課題といえよう。

第11節 96-10区の調査

1.位置 (PL。 3、 第20図 )

調査区は、男里遺跡の北東端にあ

たる。96-H区 トレンチからは】ヒ西

約100mの地点である。東側約50m

には府道樽井男里線が走り、平成 5

年度に (財)大阪府埋蔵文化財協会

によつて調査が行なわれた際には、

平安時代の掘立柱建物などが検出さ

れていると地形的には、男里川の沖
積段丘面上に立地するものと考えら

れる。

第 9図 男里遺跡96-10区地形図

2.層位と遺物の出土状況 (PL.7。 19)

約55cmの盛上を除去すると、黒色の旧滋味土 (約 20cm)
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と旧耕作土である褐灰色の砂質シルト層 (約



10cm)が確認された。この下層には同様の旧耕作土である暗黄褐色粘質シル トが約10cm介在し、本遺

跡の東北部から東部に広 く分布する黒褐色粘性シルト土層に至る。この層の上面で 1回 目の遺構検出を

行なったが、遺構は検出されなかった。この黒褐色粘質シルト層は、他の調査例に比較して非常に堅緻

で密度が高いことが指摘できる。さらに、約20cm掘削すると暗黄褐色の粘性シルトの地山に至る。地山

面で 2回目の遺構検出を行なったが遺構は検出されなかった。

遺物は、旧耕作土から土師器や須恵器の破片が僅かに出土しているがいずれも図化できるものはない。

第 12節  96-11区 の調査

1.位置 (PL。 3、 第10図 )

調査区は、決子池の北方約250m

の地点の新興の住宅地内に位置す

る。96-10区 トレンチからは、南東

へ約 100mの地′点である。地形的に

は、男里川の沖積段丘または旧河道

上に立地するものと考えられる。

2.層位と遺物の出土状況

(PL.7・ 20) 第10図  男里遺跡96-11区地形図
約 lmの盛上を除去すると滋味

土・床土等は、すでに失われており、灰黄色粘性シルト (約 15cm)、 灰褐色粘性シルト (約 10cm)、

暗黄灰色粘性シルト等の旧耕作土と考えられる層が数層存在し、第 I面となる暗灰色粘性シルト層 (約

10cm)に至る。この層の上面で Pit 01を 検出した。さらに下層には第Ⅱ面になる極暗褐色粘性シル ト

(約45cm)と続き、第Ⅲ面である地山の黄褐色粘性シル トに至る。地山は一部礫層の部分もあった。

また、 トレンチの北東方向に向かって自然地形と考えられる地山の落ち込みが約40cm確認された。落

ち込みの部分には黒色粘土の堆積が確認された。

遺物は、第 I面の暗灰色粘性シルト層から中世の上師器、瓦器や古墳時代の須恵器などが出上してい

る。

3.遺構 (PL. 7・ 20)

暗灰色粘性シルトの上面でPit01を 検出した。平面は楕円形、断面は半円形を呈する。長径22cm、 短

径 14cm、 深さ約10cmを測る。埋土は暗褐色粘性シルトの 1層 である。遺物は出土しなかった。この他

の面においては遺構は検出されなかった。

4.遺物 (第 7図 )

図化できたのは 1点だけであった。88は、瓦器椀である。第 I面である暗灰色粘性シルト層から出土

した。強いヨコナデによって高台部分を貼り付け、断面は三角形を呈する。全体に摩減が著しい。

X
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第11図 男里遺跡96-12・ 13、

||       |       ＼ヽ   ムヽ√

95-10～ 13・ 15～ 17・ 19区地形図

第 13節 96-12区 の調査

1.位置 (PL.3、 第11図 )

調査地は、男里遺跡の北東部に位置し、地形的には男里川の沖積段丘面上に立地しているものと考え

られる。平成 7年度から、この一角では個人住宅の建設が相次いでおり、本調査区は既存のトレンチに

取り囲まれている状態である。既存 トレンチとの関係は、平成 7年度調査分では、北東側約 6mに 95-

15区、西側約12mに 95-16区、南東側約24mに は95-13区、南西側約24mに は、95-12区、平成

8年度調査分では南側約22mに 96-13区 の トレンチがそれぞれ近接している。

2.層位と遺物の出土状況 (PL。 7・ 20)

本調査区においてもこれまでの調査とほぼ同じ層位を示す。盛土約40cm、 黒色の滋味土約20cmを 除去

すると赤褐色砂質シルトの床土層約10cmがみられ、褐灰色砂質シルト層が現れる。この層の上面で 1回

目の遺構検出を行なった。さらに約20cm掘削すると、暗褐色粘性シルト層が約30cmに わたって認めら

れるが、上層から下層になるに従い、漸次黒褐色が強くなるようである。本層の上面において 2回 目の

遺構検出を行なった。さらに下層には、地山である褐粘性シルト層が検出される。本調査区における地

山は他調査区とやや異なり粘性が強い。地山面においても遺構検出を行なったが、いずれの層からも遺

構は検出されなかった。また、いずれの層からも遺物は出上しなかった。
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第 14節 96-13区の調査

1.位置 (PL。 3、 第11図 )

調査地は、遺跡の北東部に位置している。地形的には、男里川によって形成された沖積段丘面上に立

地していると考えられる。当該地の付近は近年、個人住宅建設に伴って小規模ながら継続的に調査が行

なわれており、明確な遺構は検出されていないが、旧耕作上の下層には当遺跡の包含層の特色である黒

褐色の粘性土層が広く分布していることがわかっている。トレンチは 1カ所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.7・ 21)

宅地化に伴う盛土を除去すると、現代耕作土と考えられる暗灰粘性土 (50cm)、 旧耕作土と考えられ

る明灰粘性土 (5cm)、 床土層と考えられる淡黄褐色 (灰褐色土混じり)シルト (5cm)、 淡黒褐色粘

性シルト層 (10cm)、 にぶい褐色礫層に至る。

遺構 。遺物は確認されなかったが、包含層である黒褐色の粘性土層が確認されたことはある程度の成

果だといえよう。

第 15節 96-14区 の調査

1.位置 (PL。 3、 第12図 )

調査地は、遺跡の東縁中央部に位

置している。地形的には、男里川に

よつて形成された沖積段丘面に立地

していると考えられる。当該地は、

遺跡のなかでも比較的調査の少ない

地区にあたり、今回の調査で新たな

データが得 られることが期待され

た。

トレンチは 1カ所設定した。 第12図 男里遺跡96-14・ 15区地形図

2.層位と遺物の出土状況 (PL.7・ 23)

宅地化に伴う盛土を除去すると、現代耕作土と考えられる暗灰色粘性土 (10cm)、 床土層と考えられ

る明褐色粘性土 (8cm)、 地山であるにぶい掲色砂礫に至る。

今回の調査で、遺構・遺物は検出されなかったうえに、当遺跡の包含層の特色である黒褐色の粘質土

層も検出されなかった。このことから近代の耕作に伴い、削平を受けていると考えられる。
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第 16節 96-15区の調査

1.位置 (PL.3、 第12図 )

調査区は、遺跡の南東端部分にあたり、現在の馬場集落の中心部である。地形的には、男里川の沖積

段丘または氾濫原上に立地しているものと考えられる。96-14区 とは北側に敷地を接しており、96-

14区のトレンチからは南へ約 6mの地点である。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.7・ 21)

盛土を約50cm除去すると、現代の滋味土約20cm、 床土と考えられる褐灰色砂質シルトが約10cm程見ら

れる。これらを掘削すると、褐色の粘性シルトが約30cm確認された。ブロック状の粘性上を多く含んで

おり、整地上と考えてよいだろう。この層から、中世の瓦片がごく僅かに出上している。これらの下層

には地山である暗褐色の砂礫層が検出された。礫は拳大のものがほとんどで、人頭大のものもあった。

いずれの層からも遺構は検出されなかった。

第 17節 95-10区の調査

1.位置 (PL.3、 第11図 )

調査区は、遺跡の北東部分に位置する。西側約80mに は府道金熊寺男里線、北側約70mには府道堺阪

南線が走る。これまでにこの近辺では、数件の調査が行なわれているにも関わらず、実態のある遺構は

ほとんど検出されていない。特に、昨年度から今年度にかけてこの地域での調査が集中した。地形的に

は、男里川の沖積段丘面上に立地するものと考えられる。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.8・ 23)

約80cmの現代の盛上を除去すると、元の水田面の耕作土と、その下層には灰褐色砂質シルトの旧耕作

土がそれぞれ約20cmずつ確認された。この下層には、同様の暗褐色砂質シルトの旧耕作が10cmほ ど認め

られる。

本調査区トレンチから南へ約20mに位置する95-3区の調査においては、この上面で耕作に伴うと考

えられる鋤溝を検出したが、今回は検出されなかった。この下層には、男里遺跡の北東から東方に広く

分布する黒褐色粘性シルトが確認された。黒褐色粘性シルト層を約30cm掘削すると、地山になると考え

られる黄褐色の粘性シルトが露呈する。この面でS K01を検出した。

遺物は、上層の旧耕作土から土師器片がごく僅かに出上しているが、いずれも図化できるものはない。

また、黒褐色粘性シルト層からは遺物は出土しなかった。

3.遺構 (PL.8・ 23)

遺構 (S K01)は、地山である黄褐色粘性シルト層上面で確認した。平面形は楕円形を呈すると考え

られるが、西側は調査区外である。検出長58cm、 深さは約20cmを測り、埋土は黒色の粘性シルトの 1

層である。遺物は出上しなかった。
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第 18節 95-11区の調査

1.位置 (PL。 3、 第11図 )

調査地は、男里遺跡の北東部分に位置し、95-10区 トレンチから西へ約20mの地点である。地形的

には、男里川の沖積段丘上に立地するものと考えられる。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.8。 23)

約80cmの盛上を除去すると、約20cmの 旧耕作面の滋味土と、約10cmの床土あるいは旧耕作上の灰褐色

砂質シルト層が確認された。この下層に約20cmの暗褐色砂質シルト層力S介在し、男里遺跡北東から東方

地域において広く分布する黒褐色粘性シルト層に至る。この黒褐色粘性シルトは褐灰色粘性シルトのブ

ロック上を僅かに含んでいる。また、非常に締まりがよく堅緻であることが若子の相違点である。この

層を約20cm掘削すると黄褐色の粘性シルト層に至る。

遺物は、掲灰色砂質シルト層から土師器片や瓦器片が極僅かに出土している。また、いずれの層から

も遺構は検出されなかった。

3.遺物 (第 7図 )

89は、褐灰色シルト層から出上した土師器の高台部分と考えられる。端部はシャープで、かなり強い

ヨコナデによって仕上げられている。復元径は8.4cmを測る。     .

第 19節 95-12区の調査

1.位置 (PL.3、 第11図 )

調査地は、男里遺跡の北東部分に位置し、95-10区から南東へ約50mの地点である。地形的には、

男里川に沖積段丘面上に立地するものと考えられる。

2.層位と遺物の出土状況 (PL。 8。 23)

約40cmの盛土を除去すると、旧滋味土 (約20cm)、 床土と考えられる褐色砂質シルト (約20cm)、

中世の旧耕作土と考えられる褐色砂質シルト (約20cm)が確認された。褐色砂質シルトを掘削すると、

暗褐色粘性シルトが約15cm存在した。さらに下層には黒色粘性シルトが約50cmにわたって検出された。

これまでの調査で検出された黒褐色粘性シルト層に相当するものであると考えられるが、非常に黒色が

強く、密度がやや希薄で締まりが悪いことが↓旨摘できる。黒褐色粘性シルト層の下層には、地山である

暗黄褐色粘性シルトが確認された。

遺物は、灰褐色砂質シルト層と暗褐色粘性シルト層から土師器と考えられる破片が数点出土している

が、図化できるものはなかった。また、いずれの層からも遺構は、検出されなかった。
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第 20節 95-13区 の調査

1.位置 (PL。 3、 第11図 )

調査区は、遺跡の北東部分に位置する。95-10。 11区 トレンチからは南東に約50m、 95-12区 トレ

ンチからは東へ約20mの地点である。地形的には男里川の沖積段丘面上に立地するものと考えられる。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.8・ 24)

約45cmの盛土を除去すると、旧滋味土 (約20cm)と その床土と考えられる褐色砂質シルト (約 10 cm)

が確認された。これらの下層には、この付近で広く確認されている黒褐色粘性シルト層が約20cmにわたっ

て介在する。これを掘削すると暗黄褐色の粘性シルトの地山に至る。やや礫を含んだ層で締まりが弱い。

遺物は、床土層や黒褐色粘性シルト層の上面から土師器片などが僅かに出土しているが図化できるも

のはない。

3.遺構 (PL.8。 24)

地山面で、土坑を2基検出した。いずれも平面形はややいびつな円形を呈し、径30cmほ どであるが、

深さは 5cm前後で非常に浅いものである。埋土は、黒掲色粘性シルトで上層の黒褐色粘性シルト層とほ

とんど同じである。遺物は出上しなかつた。いずれも、付近の調査で検出されているものと同じく植物

痕と考えられる。

第 21節  95-14区 の調査

1.位置 (PL.3、 第11図 )

調査地は、遺跡の北部に位置して

おり、府道堺阪南線「男里」交差点

より約100m北上した地点である。

現在の男里集落の北東部に含まれ、

周辺の調査では中世に属する遺構や

遺物が検出されている。地形分類上

は男里川右岸に拡がる自然堤防上に

立地していると考えられる。

0                      30m

「
mE戸コ
言デ

第 13図 男里遺跡 95-14区地形図
2.層位と遺物の出土状況 (PL.8・ 23)

調査地の現況は更地となっており、それに伴うと思われる盛土が全域に40～ 60cmの厚さで施されて

いる。盛土を除去すると、トレンチの中央から南側が大きく攪乱を受けていたが、 トレンチ北側の観察に

よって、基本的な層序を捉えることができた。それによると盛上下には暗褐色土 (約 10cm)、 褐灰色シ

ル ト (約 5cm)が水平に堆積しており、更に褐色混じり黒褐色粘土 (約 15cm)、 黒灰褐色シル ト (約

20cm)と 続き、地山と捉えられるにぶい黄褐色粘土へと至る。地山直上の 2層 については、男里遺跡の

川

９

＼

半

―
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北側の広範囲で確認されている黒褐色系の上層に属するものと考えられる。また先述の攪乱については

一部が地山を掘り込んでおり、埋上には近現代の瓦片が含まれていた。

遺物は、褐灰色シルトより須恵器や陶器の細片が僅かに出上したが、図化は不可能であった。また遺

構も認められなかった。

第 22節 95-15区の調査

1.位置 (PL。 3、 第11図 )

調査地は、遺跡の北東部に位置し、95-10。 H・ 13区 などと同一の区画に含まれるものである。地

形分類上は、沖積段丘面上に立地しているものと考えられる。

2.層位と遺物の出土状況 (PL。 8。 23)

調査地の現況は更地となっており、それに伴う盛上が全域に施されている。盛土 (約60cm)を 除去す

ると、現代の耕作土である灰色土 (約 10cm)と それに伴う床土層である褐色混じり灰白色土 (約 10cm)

がある。床土層の直下には黒褐色系の2層、黒褐色土 (約 5cm)と 暗黒褐色粘土 (約 15cm)が水平に

堆積し、地山である淡黄褐色粘土へと至る。遺構や遺物は、全く確認されなかった。

第 23節 95-16区の調査

1.位置 (PL。 3、 第11図 )

調査地は遺跡の北東部に位置し、95-15区からは西側へ約20mの地点である。地形分類上は、沖積

段丘面上に立地している。

2.層位と遺物の出土状況 (PL。 8。 24)

調査地の現況は95-15区などと同様に更地となっているが、15区 とは異なり約90cmの盛上が施され

ている。盛上を除去すると、15区 と共通して現代の耕作土である灰色土 (約 10cm)と それに伴う床土層

である褐色混じり灰白色土 (約 10cm)があるが、当調査区では床土層の下に褐灰色土 (約 10 cm)が認め

られる点で異なっている。褐灰色土層の直下には黒掲色系の2層、黒褐色土 (約 5cm)と 暗黒褐色粘土

(約 15cm)が水平に堆積し、地山である淡黄褐色粘土へと至る。

遺構や遺物は全く確認されなかった。

第 24節 95-17区の調査

1.位置 (PL.3、 第11図 )

調査地は、男里遺跡の北東部分に位置する。95-10～ 13

これらの中では最も南に位置するものである。地形的には、

られる。

15'16・ 19区 トレンチと近接しているが、

男里川の沖積段丘上に立地するものと考え
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2.層位と遺物の出土状況 (PL.8・ 25)

約40cmの盛上を除去すると、現代耕土 (約 15cm)、 床土と考えられる褐色砂質シルト (10cm)、 中世

の旧耕作上である褐灰色シルト (約 10cm)、 暗褐色粘性シルト (約 10cm)が見られ、黒褐色の粘性シ

ルト層に至る。黒褐色粘性シルトは約20cmの厚さを測る。この下層には地山である暗黄褐色の礫を多く

含んだシルト層が確認された。遺物は、旧耕作土と黒褐色粘性シルト層から中世のものが僅かに出上し

ている。なお、遺構はいずれの層からも検出されなかった。

3。 遺物 (第 6図 )

遺物は、黒褐色粘性シルト層の上層から僅かに出土した。90は 、土師器の皿である。ほとんど彎曲し

ない平坦なものである。911よ、瓦器椀の口縁部である。強いヨコナデによって仕上げられる。

第 25節 95-19区 の調査

1.位置 (PL.3、 第11図 )

調査地は、男里遺跡の北東部分に位置する。同一地区内で非常に多くの調査が行なわれ、いずれのト

レンチからも黒掲色系の上層が検出されている。地形的には、男里川に沖積段丘上に立地するものと考

えられる。

2.層位と遺物の出土状況 (PL。 8・ 25)

盛土 (約45cm)と 旧滋味土 (約 25cm)を 除去すると、床土と考えられる橙色砂質シルトが約 5cm程

認められる。この下層には褐色の砂質シルトが約10cm介在し、黒褐色の粘性シルト層に至る。黒褐色粘

性シル ト層の厚さは約20cmである。この下層には地山である黄褐色の粘性シルト層が確認された。

遺構は、この地山の黄褐色粘性シルト層の上面で土坑 (S K01)が 1基検出された。遺物は、褐色砂

質シルト層から土師器片がごく僅かに出上しているが図化できるものはなかつた。

3.遺構 (PL.8。 25)

S K01は 、径20× 30cmの精円形を呈し、深さ5～ 8cmと 非常に浅いものである。埋土は、黒褐色粘

性シルトで上層の黒掲色シルト層とほとんど差異はない。遺物は、出上しなかった。

註 ① 泉南市教育委員会「男里遺跡。Ⅱ」 F泉南市文化財年報No.1』 (1995)
② 泉南市教育委員会「男里遺跡95-1区の調査」 F泉南市遺跡群発掘調査報告書XⅢ』 (1996)
③ 1993年度 (財 )大阪府埋蔵文化財協会、1995年 (財 )大阪府文化財調査研究センターの調査による。

① 泉南市史編纂委員会『泉南市史一本文編―』 (1986)
⑤ 泉南市教育委員会「男里遺跡・Ⅲ」『泉南市文化財年報Nol』 (1995)
⑥ 泉南市教育委員会「男里遺跡92-1区の調査」 F泉南市遺跡群発掘調査報告書X』 (1993)
⑦ 泉南市史編纂委員会「第二章 古代の泉南」 F泉南市史一通史編―』 (1986)
③ 泉南市教育委員会『男里遺跡発掘調査報告書』 (1978)
③ 1995年 (財 )大阪府文化財調査研究センターの調査による。

⑩ (財)大阪府埋蔵文化財協会『男里遺跡』 (1993)
泉南市教育委員会「男里遺跡95-2区の調査」 F泉南市遺跡群発掘調査報告書XⅢ』 (1996)
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① 泉南市教育委員会「男里遺跡l区の調査」 F泉南市遺跡群発掘調査報告書V』 (1988)
泉南市教育委員会「男里遺跡90-1区の調査」 F泉南市遺跡辞発掘調査報告書Ⅷ』 (1991)
⑫  F大限府下埋蔵文化財研究会 (34回)資料』 (財 )大阪府文化財調査研究センター (1996)
⑬ 泉南市教育委員会「男里遺跡90-7区の調査」 F泉南市遺跡辞発掘調査報告書Ⅷ』 (1991)
⑭ ③と同じ。

⑮ 今年度の大阪府教育委員会による男里遺跡の調査で、7世紀後半代の流路からほぼ完形に復元できる製塩土器が出土している。
尖底の鉢形をしたもので、粘土紐巻上で手づくねにより成形しており、器形が一部自重で彎山している。また各部分で、細部の形

態が異なっている。このことからすると今回出土した製塩土器の細部の形態の差異は、同一型式内の範略に含めてよいと考えられ

る。担当者の上林史郎氏の御好意で実見させて頂いた。

⑩ ②と同じ。

⑫ 大阪府教育委員会『男里遺跡発掘調査概要」 (1997)
⑬ ⑫と同じ。

⑩  (財 )大阪府埋蔵文化財協会『男呈遺跡』 (1993)
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第 3章 樽井南遺跡の調査

第 1節 既往の調査 (PL。 1～ 3)

樽井南遺跡は市域最大の男里遺跡の東方約150mに位置し、長山丘陵から派生して樽井地区までつづ

く丘陵と男里川右岸に拡がる沖積段丘の境界線に位置する。

これまで、付近では開発による試掘調査が度々行なわれていたが、遺構・遺物は確認されていなかっ

た。しかし、今年度初めて当該地区の開発に伴う試掘調査において、遺構・遺物が確認され、遺跡とし

て周知されることとなつた。

第14図

|              (

樽井南遺跡96-

層位的には、男里遺跡の北東側部分や男里東遺跡などにみられる黒褐色系の上層が存在するなど共通

している。今後、これらの遺跡との層位のつながりが検討課題である。

第 2節  96-1区 の調査

1.位置 (PL。 3、 第14図 )

調査地は、府道堺阪南線馬場北交

差点の南側へ 10mの地点である。調

査区より東へ約50mに は、比高差約

5mの丘陵があり、地形分類上では

沖積段丘面上に立地していると思わ

れる。

トレンチは 1カ所設定した。

2.層位と遺物の出土状況

(PL。  9・ 25)

層位はほぼ水平堆積をしており、約15cmの滋味土 (暗灰色シルト)を除くと、明灰色シルト層 (約 8cm)、

明灰色シルト混じり暗橙色シルト層 (約 17cm)、 マンガン粒混じり明掲色粘質シルト層 (約 8cm)、 灰

褐色粘性シルト層 (約 10cm)、 茶褐色粘性シルト層 (約 9cm)と つづき、地山である黄褐色粘性シル

トに至る。

遺構は、地山上面で確認された。遺物は、茶褐色粘性シルト層から僅かではあるが、土師器片、瓦器

片、蛸壷片などが出上している。

3。 遺構 (PL.9・ 25)

遺構は、地山の上面で検出できた。 トレンチ中央部で、焼土抗 (S K01)、 土坑 (S K02・ 03)、

溝 (S D01・ 02)、 ピット群などを検出した。

S K01は、長径約2.2m、 短径約2.lmのややいびつな円形を呈する。検出時、上面に厚さ2～ 3cmの

黄褐色粘上が敷きつめてあったことが確認された。この責褐色粘土の下層には、一部に炭の堆積層であ

II 】ll       ll

l区地形図
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る黒色シルト層 (約 二cm)ゃ酸化した赤掲色シルト層 (約 2cm)力 S確認でき、火を使つた形跡が認めら

れた。遺物は出上しなかった。

S K02は 、東側をS K01に よって切られる。検出された平面形は不整形で、検出長0.45× 0.5m、 断面

はU字形を呈する。深さは約 5～ 30cmを測り、 S K01方向に向かって深くなる。埋土は、茶褐色粘質土

である。遺物は出土しなかつた。

S K03は、 S K01の南東から約20cmの ところで検出された。東側部分はトレンチの外へ伸びるが、

検出された平面形は、長径約 lm、 短径約0.8mの半隅丸方形を呈する。深さは約35cmを 測り、埋土は

茶褐色粘質上である。遺物は出上しなかった。

S D01は 、東西に伸びるトレンチのほぼ中央を南北に向かって検出されたが、南側部分でS K01に切

られる。検出長は、約 4m、 幅0,1～ 0。4m、 深さ5～ 10cmを 測る。断面は、平らなU宇形を呈し、埋土

は礫混じり茶褐色シルトである。また、 S K01に切られる部分では、火を受けて固くなっていることが

確認された。遺物は出上しなかった。

S D02は、 S K01の東端から約 lmの ところで検出された。検出長は約 2m、 幅約0。 7m、 深さは約

50cmを測る。断面はV字形を呈し、埋土は茶褐色粘質上であった。遺物は出上しなかった。

ピットは、 トレンチのほぼ全域で検出された。径 10～ 30cm、 深さ2～ 10cmを測り、かなりばらつき

がある。平面形は、円形や楕円形のものが多い。柱痕のあるピットも確認されており、その径のほとん

どは5～ 6cmを測る。埋土は掘方が黄褐色粘質土、柱痕が茶褐色粘質土である。いずれのピットからも

遺物は出上しなかった。これらのピットのうち、 トレンチ東側部分で確認されたものは、掘立柱建物に

なる可能性が強い。

3。 遺物 (第 15図 )

図化できたのは 1点だけである。出土地点は特定できない

が、S K01の可能性が高い。 1は、瓦器椀である。体部から

口縁部に向かってしっかりと立ち上がる。器壁は比較的厚く、

口縁端部にはヨコナデが施され、タト面にはヘラミガキが認めら

れる。色調は淡黄橙色を呈し、炭素の吸着が全く行なわれてお

らず焼成途中の可能性もある。

0                                     20cm

第15図 樽井南遺跡 96-1区出上の上器

註 ① 泉南市教育委員会「男里東遺跡92-1区の調査」 F泉南市遺跡辞発掘調査報告書X』 (1993)
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第 4章 岡中遺跡の調査

第1節 既往の調査 (PL.1 2、 第 16図 )

岡中遺跡は、市域の南方、長山丘陵の西側、金熊寺川右岸に位置している。遺跡の東限は長山丘陵の

南端の愛宕山、南・西限が金熊寺川、北限が JR阪和線に至る東西約200m、 南西約250mの範囲を占めて

おり、現在の岡中集落のほぼ全域をおさめている。遺跡の中央には岡中鎮守神社が位置し、境内には府

天然記念物に指定されている、「岡中の樟・槙」が存在している。また、地形分類的には沖積段丘面上

にあたる。当遺跡は、昭和 62年の試掘調査によって発見されて以来、小規模な調査が継続的に行なわ

れ、その内容が徐々に明らかになりつつある。

これまでの調査では、当遺跡が中世を中心とするものであることが判明している。それは、岡中集落

中心部での調査によつて、平安時代を初源とする寺院跡や製鉄関連遺構、 14～ 15世紀の土坑墓浮小確認

されたことからである。

また、当遺跡の最大の特色としては、遺跡の東側で経塚山に位置する林昌寺境内で確認された瓦撃ち

存在があげられる。この瓦窯で生産された軒丸瓦と同他のものが、当遺跡内で確認されている他、岸和

田市畑遺跡においても出土することが指摘されている。これはこの瓦窯で生産された瓦が岡中遺跡内の

中世寺院だけでなく、広く泉州地域に供給されていたことを示唆している。

以上のことから、岡中遺跡は中世に寺院を中心に発達した遺跡であると推測できるが、現在当遺跡で

は同時期の集落に関する遺構はいまだ確認されておらず、内容究明にはデータ不足を否めないのが現状

′J＼ ‖＼

第16図  岡中遺跡 。岡中西遺跡調査区位置図

И

ｄ

＼

半

―

-31-

″
｀
■/(ラ甥



である。

今後、岡中遺跡においては寺域の確定や集落の動向などが課題となるが、岡中西遺跡や幡代遺跡など

隣接する同時期の遺跡の調査の動向をふまえたうえで、市内や泉州地域における中世寺院との有機的関

連を追求するなど幅広い調査・研究が望まれる。

第 2節 96-1区 の調査

1.位置 (第 16・ 17図 )

調査区は遺跡の北部、現在の岡中

集落の中央からやや北寄りに位置す

る。

当調査区周辺は遺跡の南部に比べ

て調査数がさほど多 くはないが、

徐々に新たなデータが蓄積されてい

る地点である。

トレンチは 1カ所設定した。

第17図 岡中遺跡96-1区地形図
2.層位と遺物の出土状況 (PL。 10・ 26)

トレンチの層序は、表土 (層厚約20cm)を 除去すると、第Ⅱ層・灰色混じり褐色土 (層厚約30cm)

が認められる。以下は第Ⅲ層。暗黄褐色土 (層厚約30cm)、 第Ⅳ層・黒褐色混じり淡灰色土 (層厚約5cm)、

第V層・黒褐色粘土 (層厚約 5cm)と 続き、地山の暗灰褐色上に至る。遺構は確認できなかったが、第

Ⅳ・V層 は非常に堅く締まった土層で瓦器の細片を含んでおり、中世の遺物包含層と認識される点が注

目される。このような黒褐色系の上層は、最近の調査で遺跡内の特に集落の北寄りで確認されつつあり、

今後その拡がりに注意しなければならないだろう。

第 3節  95-2区 の調査

1.位置 (第 16。 18図 )

調査区は遺跡の東方に存在する経

塚山の裾部に位置し、遺跡内におい

ては北東縁にあたる。これまでほと

んど調査が行なわれていない地点に

相当し、遺物包含層の拡がり等を把

握する上においても大きな成果が期

待された。 トレンチは 1カ 所設定し

た。

第18図  岡中遺跡 95-2区地形図
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②

③

④

註

2.層位と遺物の出土状況 (PL。 10。 26)

層序は現在の表土層に相当する第 I・ Ⅱ層 (層厚約30cm)を 除去すると、旧耕作土層の第Ⅲ層・褐色

混じり灰色土 (層厚約20cm)と 、その床土層と考えられる第Ⅳ層・暗褐色土 (層厚約10cm)、 第V層の

灰褐色土 (層厚約 5cm)と 続く。第Ⅲ・V層 には少量ではあるが瓦器の細片を含んでいることから、中

世の包含層と認識される。以下は、第Ⅵ層 。マンガン混じり灰色砂質土 (層厚約20cm)、 第Ⅶ層・マン

ガン混じり暗灰褐色土 (層厚約20cm)、 地山の暗褐色土となる。地山面の精査では遺構は確認されなかっ

たが、当調査区周辺においても中世の包含層が確認されたことで、岡中遺跡を語る上で新たなデータが

獲得できたといえよう。また、第Ⅵ・Ⅶ層は遺物は確認されず、その堆積の時期は不明であるが、当遺

跡におけるこれまでの調査ではほとんど認められなかったものであることから、今後それらがどのよう

な拡がりを持つものか注目される。

泉南市教育委員会「岡中遺跡の調査」『泉南市遺跡辞発掘調査報告書V』 (1988)

泉南市教育委員会「林昌寺瓦窯」『泉南市文化財年報Nol』 (1995)

泉南市教育委員会「岡中遺跡 既往の調査」 F泉南市遺跡辞発掘調査報告書 XI』 (1994)
泉南市教育委員会「岡中遺跡88-3区 の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書Ⅶ』 (1990)
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第 5章 岡中西遺跡の調査

第 1節 既往の調査 (PL。 1・ 2、 第 16図 )

岡中西遺跡は、現在の岡中集落の西端に位置し、山地から蛇行しながら北流する金熊寺川の左岸に立

地し、北端には熊野街道が東西に走つている。地形分類上は沖積段丘面上にあたる。

当遺跡は1988年、信達岡中地内で行なわれていた府道の新設工事中に多量の中世土器群と石敷遺構が

確認されたことにより、初めて遺跡と周知されることとなった。

この時、実施された緊急調査では、浅い谷状地形上に石敷遺構、石積遺構、焼土坑、石組井戸、掘立

柱建物等、中世に形成された遺構群を検出しだ。

また、遺物の面からも縄紋時代の石匙、井戸から出土した中世の「呪符」を主とする木製品や乳白色

の胎土をもつ土師器等、これまであまり例を見なかった貴重なデータを取得した。

しかし、これ以降、ほとんど調査が行なわれておらず、遺跡の拡がり等は分布調査から得られる情報

以外は、まったく不明といつて過言ではない。今後は隣接する中世の遺跡との有機的関連をふまえた調

査の動向に期待したい。

第 2節 96-1区 の調査

1.位置 (第 16・ 19図 )

調査区は、95-1区から南東へ約

100mの地点で、府道金熊寺男里線

に面している。調査区の南東側に接

して行 なわれた府道新設 に伴 う

(財)大阪府埋蔵文化財協会の調査

では、室町時代の集落などが検出さ

れている。地形的には金熊寺川の氾

濫原上に立地しているものと考えら

れる。 第19図  岡中西遺跡 96-1区地形図

2.層位と遺物の出土状況 (PL。 10。 27)

調査区の現況はすでに宅地の造成が行なわれていた。約160cmの盛土を除去すると暗褐色の砂礫が検

出された。礫は、拳大の角礫で氾濫原の堆積である。同時にかなりの湧水が認められた。

遺構・遺物は確認されなかった。

本調査区では、付近には水田が存在するにも関わらず、滋味土や床土すらも検出されなかったことで、

既に大規模な削平を受けていると考えてよいだろう。

Ⅷ
卦ム
ギ
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第 3節  95-1区 の調査

1.位置 (第 16・ 20図 )

調査地は遺跡の中央部やや東寄り

に位置している。府道金熊寺男里線

に東面し、「岡中西」交差点より約

120m北上した地点である。

地形分類上は沖積段丘面上に立地

するものと考えられていたが、調査

の結果、若干異なることが確認され

た。

第20図 岡中西遺跡95-1区地形図
2.層位と遺物の出土状況 (PL.10・ 27)

調査区は田畑として供されており耕作上である灰色土 (約 15cm)を 除去すると、それに伴う床土と考

えられる明赤褐色土 (約 10cm)が現れる。その下には淡黄褐色土 (約 10cm)が水平に堆積している。

この層は一見地山かとも思われたが、非常に軟弱であつたのでさらに掘り下げたところ、直下には灰褐

色砂礫層が認められた。確認のためさらに約 lm程掘削したがなんら変化が認められなかったので地山

と認定した。地山直上の淡黄褐色上については耕作に伴う客土と捉えられよう。

遺構や遺物についてはまったく確認されなかったが、地山が砂礫層であったことから、約50m北側に

流れる金熊寺川に起因する氾濫原上に立地していることが確認された。

泉南市教育委員会「岡中西遺跡」 F泉南市文化財年報NQユ』 (1995)

(財 )大阪府埋蔵文化財協会『岡中西遺跡』 (1988)
註 ①

②
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第 6章 中小路遺跡の調査

第1節 既往の調査 (PL。 1・ 2、 第21図 )

中小路遺跡は、市域でも遺跡の集

中する樫井川左岸の低位段丘面に立

地している。四方を遺跡に囲まれて

おり北佃1に中小路北遺跡、東側に北

野遺跡、南側に中小路南遺跡、西側

に中小路南遺跡が接している。周辺

の遺跡が近年の分布調査で次々と発

見されてきたのに対して本遺跡は比

較的古 くから周知されていたもの

の、今日まで本格的な発掘調査はほ

とんど行なわれておらず、その様

相、性格など全 く不明と言わざるを

得ない。

第21図  中小路遺跡 96-1区調査区位置図

周辺遺跡の調査結果に目を転じると、中小路西遺跡では灌漑用水路と考えられる大規模な溝と瓦器椀

の一括資料が確認されていると また耕作に伴う鋤滞なども検出されてい戒 また南東に位置する大苗代

遺跡からも中世の溝などが検出されてお成 まさにこの付近は中世を画期としてこの広大な段丘面を耕

作地に変えるべ く開発の手が入つたことを物語つているのである。今後、この開発された耕作地を支え

た集団とその集落の確認が大きな課題となり、中小路遺跡の今後の調査の進展が大きな手がかりとなる

ものと考えられる。

第 2節 96-1区 の調査

1.位置 (第 21・ 22図 )

調査区は、国道26号線「北野」交

差点より北側へ約30mの 地点であ

る。現在の中小路集落からは南東へ

約300mで、遺跡の東縁辺部にあた

る。地形的には樫井川左岸の広大な

低位段丘面上に立地しているものと

思われるが、近接する北野遺跡や中

小路南遺跡などでは谷地形などの微

地形が確認されている。 第22図  中小路遺跡 96-1区調査区地形図

傘tr⌒〔_名ぽ .劇 |卜天鯖
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2.層位と遺物の出土状況 (PL.10・ 28)

約80cmの盛土と約10cmの現代の滋味土を除去すると、灰色砂質シルト (約 15cm)、 橙色シルト (約

10cm)、 褐色シルト (約 15cm)、 褐灰色シルト (約 15cm)などの旧耕作上が続く。これらを掘削すると

暗褐色粘性シルト層が約 15cmほ ど確認され、赤褐色の礫層の地山に至る。礫は径約10cm前後で、円礫

がほとんどである。地山からはかなりの湧水があり、かなり不安定なものであつた。遺物は出土しな

かった。また、いずれの層からも遺構は検出されなかった。

註 ① 泉南市教育委員会「中小路西遺跡93-1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XI』 (1994)
② 泉南市教育委員会「中小路西遺跡93-2区の調査」 F泉南市遺跡群発掘調査報告書XⅡ」 (1995)
③ 泉南市教育委員会「大首代遺跡・I」 F泉南市文化財年報Nol」 (1995)
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第 7章 海会寺跡の調査

第1節 既往の調査 (PL.1

海会寺は、今から約1350年前に建

立された白鳳時代の寺院で、現在の

一岡神社境内地を中心とする。その

調査は神社地の内 。外に大きく三分

できる。

前者では、泉南市教育委員会によ

る計画的発掘調査を通じて、法隆寺

式伽藍配置と寺院建立豪族の集落の

内容を明らかにすることができ温

その重要性が認められ、昭和62年に

国史跡の指定をうけ、現在「史跡海

会寺跡広場」 として整備されてい

る。また、海会寺創建当時の軒丸瓦

2、 第23図 )

第23図 海会寺跡 96-1区調査区位置図

や博仏など302点 もの遺物が平成 7年に重要文化財に一括指定を受け、海会寺の重要性が再度、認めら

れることとなった。

神社地外の調査は、規模・件数とも少なく、立会調査が中心であったが、近年、大規模な調査が行な

われるようになった。平成元年には、共同住宅建設に伴う調査において多量の瓦や土坑などが検出され

ているをまた、平成 7年には、泉南市埋蔵文化財センターの建設に伴う調査で、登窯 2基といわゆるロ

ストル式平窯 l基が検出された。これらの瓦窯のうち、前者は海会寺創建当時の瓦や補修用の瓦を焼成

し、後者は海会寺のみならず、他の寺院に瓦を供給していたと考えられてい理

このように海会寺は寺院と建立豪族の集落、そして生産遺構が良好に保存されていた他には例をみな

い古代寺院である。

しかし、僧坊などの雑舎群の所在、建立豪族名など海会寺についての諸問題は山積みされており今後

の調査・研究の進展に期待される部分は大きい。

第 2節 96-1区 の調査

1.位置 (第 23・ 24図 )

調査地は、海会寺南門跡から南へ約20mの地点で、泉南市埋蔵文化財センターから西へ約60mにあた

る。地形分類上では洪積段丘中位面上にあたる。 トレンチは 1カ 所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.H・ 27)

層序は、ほぼ水平堆積をしており、宅地化に伴う盛土 (約 1.5m)を 除くと、淡青灰色粘土層が約 lm
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介在し、淡灰白色粘土層に至る。各

層の上面で遺構精査を行なったが、

遺構検出には至らなかった。さらに

淡灰白色粘土層を約50cm掘 り下げた

が、地層に変化はなかった。

3.遺物 (PL.13・ 36)

図化した遺物は、いずれも淡青灰

色粘土層から出土したものである。

平瓦は、凹凸各面の調整方法や焼成

の違いでいくつかに分類が可能であ

る。 海会寺跡96-1区地形図
1は、凹面は布目圧痕 (lcm四方

あたり緯糸 5本、経糸 6本 )、 その後ナデによる調整が見られる。凸面は粗い縄タタキが施され、一部

には指頭痕が見られる。側端面はヘラケズリの後、凹面側の側縁にはヘラケズリによる幅約 5mmの面取

りが行なわれている。また、一部の断面には粘土塊同士の接合痕が見られる。焼成は軟質で、胎土には

砂粒が多く含まれている。

2は、凹面は糸切 りの後、一部長軸方向に垂直にナデによる調整が見られ、凸面は糸切りの後に、一

部長軸方向に平行なナデによる調整、一部に指頭痕が見られる。狭端面はナデによる調整が見られ、側

端面は凹面側の側縁のナデによる幅約 5mmの面取りの後、ヘラケズリが行なわれ、丁寧なナデによる調

整が見られる。また、凸面側の側縁には指頭痕が見られる。焼成は軟質で、胎土には砂粒を多く含んで

しヽる。

3は、凹面は糸切りの後に、一部ハナレズナが見られるが未調整に近い。凸面は糸切りの後に、長軸

方向に平行にナデによる調整が一部に見られる。狭端面はやや粗いナデ、側端面は丁寧なナデによる調

整が見られる。焼成はやや硬質で、胎土は砂粒を多く含んでいる。

4は、凹面は布目圧痕 (lcm四方あたりが緯糸 7本、経糸 6本 )、 その後に、ナデによる調整が一部

ではあるが見られる。凸面は糸切 りの後に、ナデによる調整が見られる。広端面はヘラケズリが施され

ている。側端面は凹面側の側縁のナデによる幅約2.5cm面取 りが施された後、ヘラケズリ、ナデによる

調整が見られる。焼成はやや硬質で、胎土には砂粒を多く含み、クサリ礫も少量含んでいる。

5は、凹面は長軸方向に丁寧なナデによる調整が見られ、凸面は未調整である。側端面は、ヘラケズ

リ後に、凹面側の側縁にヘラケズリによる幅約 5mmの面取リカ光子なわれている。焼成はやや軟質で、胎

土には砂粒を多く含まれている。

6は、凹面は長軸に対して垂直に、丁寧なナデによる調整が、凸面は糸切りの後、ナデによる調整が

みられる。狭端面は、丁寧なナデによる調整が施され、凹面側の狭端部は、ヘラケズリの後、ナデによ

る丁寧な調整が見られる。また、幅約2.5cmの面取りが行なわれた後に、狭端部には幅約 5mmの面取

りも行なわれている。側端面はナデによる調整が見られる。焼成は硬質で、胎土には砂粒を多く含んで

いる。
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7は、凹面は糸切 りの後に、布目圧痕 (lcm四方あたりが緯糸 7本、経糸 9本 )、 さらにその上には

長軸方向に平行にナデによる調整が見られ、凸面には糸切 りの後、ナデによる調整、一部には指頭痕も

見られる。また、狭端面であろう部分は未調整であるが、その凹凸面には調整段階でつかんだと思われ

る指頭痕が見られる。側端面は、凸面側の側縁に幅約 3cmの面取りが行なわれており、凹面側の側縁に

は幅約 8mmの面取りが行なわれている。また、断面には粘土塊同士の接合痕が見られる。焼成はやや硬

質で、胎上には砂粒が多 く含まれている。

註 ① 泉南市教育委員会『海会寺遺跡発掘調査報告書』 (1987)
② 泉南市教育委員会「海会寺跡・I」 F泉南市文化財年報Nol』 (1995)
③ 泉南市教育委員会「海会寺発掘調査現地説明会資料V一瓦窯の調査―」 (1995)
④ 泉南市教育委員会「海会寺を掘る」『仏教の受容と古代国家』 (1995)
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第 8章 岡田遺跡の調査

第1節 既往の調査 (PL.1 2、 第25図 )

岡田遺跡は市域の北方に位置し、東西約450m、 南北約650mに および、規模では男里遺跡に次ぐも

のである。地形分類上はすべて樫井川左岸に拡がる決積段丘低位面にあたる。

遺跡の現状は大半が水田で、北東部の一部が現在の岡田集落にかかっている。分布調査によって発見

されて以来、現在までに小規模ながらかなりの件数の調査が行なわれており、多くのデータが蓄積され

つつある。

これまでの調査において最も古いものは、縄紋または弥生時代の石鏃が出土しているとこの他には奈

良時代や平安時代の須恵器片なども少量出土しているとしかし、最もよく確認されている遺物は中世以

降のもので、遺物包含層もほとんど中世のものである。また、現況が水田となっている地点の調査にお

いては、大抵の場合、旧耕作土層が遺物包含層となっており、中世以降現代にいたるまで廷々と水田と

して活用されてきたことが理解できる。

確認される遺構は、鋤滞のような耕作に伴うものの他、遺跡のほぼ中心部の水田では旧耕作土の下か

ら柱穴と思われるピットも検出されており、耕地化する以前には集落が存在していたと考えられる。こ

の他、現在の岡田集落の南西端における調査では室町時代の井戸状遺構も検出されている。近接する岡

田西遺跡においても同様の遺構がいくつか確認されており、当該期に大規模な湛漑形態の変化も想定さ

れているきまた、遺跡西側では、本遺跡で最大規模の調査となった市道改良工事に伴う調査において近・

4お イド
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第25図  岡田遺跡調査区位置図
〈
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現代の粘土採取土坑が検出されてい温

一方、岡田集落の内部の調査においては未調査部分が多いためデータも僅少であるが、平成 3年の調

査において、現在の岡田遺跡の初源とも考えられる中世末から近世初頭にかけての瓦を出土する土坑を

検出してVヽ温

今後は、岡田遺跡における中世段階の集落形態の確認や現在の集落の成立や耕作地化の時期を究明す

ると同時に、周辺の中世を主体とする岡田西遺跡などとの対比も重要な課題となるであろう。

第 2節  96-1区 の調査

1.位置 (第 25・ 26図 )

調査区は、岡田遺跡の中央やや北

東部分に位置する。本調査区の南に

面する敷地では、この数年個人住宅

等の調査がかなりの件数行なわれて

いるが、調査結果はいずれの トレン

チもかなり異なることが確認されて

いる。地形的には、低位段丘面上に

立地すると考えられるものの周辺調

査からもわかるようにかなりの微地

形が隠されている。 トレンチは 2カ

所設定した。

lfⅢ
―
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第26図 岡田遺跡 96-1区地形図

2.層位と遺物の出土状況 (PL。 10。 29)

第 1ト レンチは、約70cmの盛上を除去すると、褐灰色砂質シルト層が部分的に認められる。旧耕作土

層と考えられるが、かなり攪乱されているようである。また、 トレンチの北側ではこの旧耕作土を切る

形で褐色砂質シル ト、黒褐色粗砂等の層が認められる。これらは、水分を多く含みヘ ドロ状を呈してお

りかなり新しいもののようである。これらを掘削すると、南から北方向へ向かって落ちる落ち込み状の

遺構を検出した。地山は黄褐色の粘性シルトであるが、 S X01の 部分の地山は礫層を呈している。遺物

はS X01か ら近世瓦などがごく僅かに出土しているが、その他の層からは出上しなかった。

第2ト レンチは、第 1ト レンチの層位に対して非常に単純なものである。約30cmの現代の盛上を除去

すると、暗灰色の砂質シルトが約30cm認められる。近代の建物に伴う整地土と考えられる。この下層に

は地山である赤褐色の粘性シルトが確認された。遺構は地山面で確認された。遺物は、ピットなどから

土師器片がごく僅かに出土しているが、その他の層からは出上しなかった。また、地山は第 1ト レンチ

に比較して礫を含んでいる部分が多く、ほとんど水分を含まない乾燥 した状態で検出された。

3。 遺構 (PL。 10。 29)

第 1ト レンチ
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S X01は 、検出長約1.6mを測る。深さは約14cmを測り、底面はほぼ平坦である。埋土は灰褐色砂質

シルトの 1層であるが、 トレンチ北端では上層の水分の影響で、埋土や地山も青灰色または緑灰色に還

元されている。

第 2ト レンチ

ピットなどを数基検出した。この内 Pit 01・ 02は径約30cm、 深さ22～ 24cmを 測り、平面形は円形を

呈する。明確な柱痕を確認し径 15～ 20cmを測る。埋土は、掘方は褐色の粘性シル トで柱痕部分は灰褐

色粘性シルトである。 Pit05は 、ほぼ同じ規模ながら埋上が灰褐色系のシルトを呈している。掘立柱建

物に伴うものと考えられるが建物としては確認されなかった。

この他、径約20cm、 深さ10～ 20cmのやや小型のピット(Pit03・ 05・ 06)や径約10cm、 深さ約 5cm

のさらに小さなピット (Pit07～ 09)な どが検出された。埋土は、褐灰色系のシルトである。時期的に

は遺物がごく僅かに出上しているものの、いずれも図化できるものはないため不明であるが、おおむね

中世の所産と考えてよいだろう。

第 3節  96-2区 の調査

1.位置 (第 25。 27図 )

調査区は、岡田遺跡のほぼ中心地で、付近では宅地造成に伴いかなりの調査が行なわれた。本調査区

はこれらの調査の中で最も北に位置する。平成 8年度調査分の トレンチとの関係は、南西方向に約 8m

に96-3区、南方約20mに 96-4区である。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.10。 29)

約60cmの盛上の下層は、30～ 40cmの滋味上が認められた。部分的には床土と考えられる約15cmの

褐灰色砂質シルト層があるが、大半は失われていた。これらを除去すると褐色砂質シルトが35～ 60cm、

その下層には灰褐色砂質シルトが10～ 30cm認められた。さらに、これらを掘削すると黄褐色粘性シルト

の地山に至る。地山は部分的にクサリ礫を含み、湧水が認められた。遺構・遺物は確認することができ

なかった。

第 4節  96-3区 の調査

1.位置 (第 25。 27図 )

岡田遺跡のほぼ中央、岡田集落の南西に位置し、地形的には洪積段丘低位面にあたる。平成 8年度調

査分のトレンチとの関係は、北東方向に約 8mに 96-2区、南東方向約 5mに 96-4区、南方約 5m

に96-5区である。

2.層位と遺物の出土状況 (PL。 ■・29)

トレンチの層序は、盛土 (①層)及びそれに伴う攪乱 (②層)が見られ、それを除去すると現代耕土

層 (③層)が見られる。それ以下は、褐灰色シルト (⑦層)、 責褐色シルト (③層)と 続き、黄色粘土
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0                              40m

第27図 岡田遺跡 96-2～ 6区地形図

(⑩層)の地山に至る。遺物は、⑦層及び③層にて瓦器椀、土師質の小片を確認した。このことから、

これらは中世包含層として認識できるが、いずれも小片のため明確な年代は不明である。

3.遺構 (PL.11・ 29)

中世、近現代にあたると考えられる遺構を検出した。これらの遺構は遺構面を異にし、2面の遺構面

を確認した。

S D01は、③層をベースとし、ほぼ東西方向に伸び、その規模は幅約25cm、 深さ20cmで、S X01

に切られている。埋土は灰色シルトで、土層観察から水路と考えられ、澱みになり最終的に埋没したも

のと考えられる。遺物は、埋土より瓦器椀片が出上したが、小片のため図化は出来なかつた。

S X01は 、⑦層をベースとし、段状の落ちのような体をなす。ほぼ南北方向にはしる肩を持ち、検出

し得た規模は東西4.8m、 南北9.6mである。深さは最大約60cmで急激に落ち込む肩を持ち、底面にて幅

約2m、 深さ約20cmの溝状の落ちを2条有する。これらの埋土は灰色シルトマンガン粒混じり (④

層)、 黄色シルトブロック土混じり灰褐色シルト (⑤層)、 黄色シルトブロック土混じり灰色シルト

(⑥層)である。これらのうち、⑤、⑥層の堆積状況から、人為的に埋められた可能性が高い。遺物は

出上しなかったが、現代耕土層直下の中世包含層をベースとすることから、少なくとも中世以降のもの

と考えられる。

なお、この遺構の性格であるが、現代耕土直下の⑦層をベースとし地山の黄色粘土層を掘り込んでい

ること、掘削した後人為的に埋められていることなどから、極めて現代に近いころの粘土採掘坑ではな

ス

ヶ

-44-



いかと考えられる。ちなみに岡田地区の西隣、鳴滝地区に明治時代から大正時代にかけて煉瓦工場が操

業していたよう搭驚その粘土は、農閑期に耕作地を掘削して得ていたそうである。つまり、客観的資料

に乏しいが、明治時代から大正時代にかけての煉瓦生産に供する粘上の採掘坑の可能性が指摘できる。

第 5節  96-4区 の調査

1.位置 (第 25。 27図 )

調査区は、岡田遺跡のほぼ中心地である。付近は、今年度になって調査数が非常に増加している。平

成 8年度調査分 トレンチとの関係は北西方向約12mに 96-3区、南西方向約22mに 96-6区、南西方

向約12mに 96-5区がそれぞれ近接している。地形的には、樫井川左岸の低位段丘面上に立地するもの

と考えられる。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.12,30)

約100cmの盛土を除去すると、現代の滋味土 (約 5cm)、 床土と考えられる赤褐色砂質シルト (約 5cm)

が確認された。これらの下層には、96-5区 と同じく灰褐色砂質シルトが約20cm存在する。同様にブ

ロック状の砂質シルトを含んでいる。この層から中世の須恵器片などがごく僅かに出上している。この

層を掘削すると黄褐色の粘性シルトの地山に至る。地山面で遺構検出を行なったが、遺構は検出されな

かった。

第 6節  96-5区 の調査

1.位置 (第 25。 27図 )

調査区は、岡田遺跡のほぼ中心地である。平成 8年度調査分のトレンチとの関係は、北方向約10mに

96-3区、南西方向約10mに 96-6区、北東方向約12mに 96-4区がそれぞれ近接している。地形的

には、樫井川左岸の低位段丘面上に立地するものと考えられる。

2.層位と遺物の出土状況 (PL。 12・ 30)

約90cmの盛土を除芸すると、現代の滋味上は既に存在せず、床土と考えられる灰色砂質シルトが約

10cm程認められる。この下層には灰褐色砂質シルトが約30cm存在する。付近の調査で広く確認されて

いる中世の旧耕作土と考えられるが、ブロック状になっている部分もあり、後世に攪乱されている可能

性もある。この層を掘削すると黄褐色の粘性シルトの地山に至る。地山面で遺構検出を行なったが、遺

構は検出されなかった。また、いずれの層からも遺物は出上しなかった。

第 フ節 96-6区 の調査

1.位置 (第 25。 27図 )

岡田遺跡のほぼ中央、岡田集落の南西に位置し、地形分類では洪積段丘低位面にあたる。平成 8年度
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調査分の トレンチとの関係は、96-5区から南東に約 5mの地点で一連の調査の最も南に位置する。

2.層位と遺物の出土状況 (PL。 ■・30)

トレンチの層位は、盛土 (①層)力Sあ り、それを除去すると現代耕土層 (②層)が見られる。それ以

下は、黄色砂質シルトブロック土混じり灰褐色シルト層 (③層)、 地山である礫混じり黄色粘土層 (④

層)に至る。

このうち、地山である④層は南西から北東に向かいなだらかな勾配を持ち、微妙な凹凸が見られる。

また、直上の③層はトレンチ中央付近から司ヒ東に向かって見られる土層で、地山をベースとした遺構の

埋土とも考えられ、その堆積状況から人為的に埋められた可能性が指摘出来る。なお、遺物は出上しな

かった。

隣接する96-3区の成果と見比べると、本調査区には中世包含層が見られず、調査区付近では削平さ

れた可能性が高い。また、この調査区の③層と、同様の堆積状況を呈す土層が96-3区においても見ら

れ、同じく煉瓦生産に供する粘土の採掘坑の一部ではないかと考えられる。このことから、調査区周辺

は広範囲にわたり粘土採掘坑が存在する可能性が高いといえる。

第 8節 96-7区 の調査

1.位置 (PL。 25。 28)

調査地は遺跡の北縁部やや西寄り

に位置し、現在の岡田集落の西端に

あたり、市道岡田駅上線に北面して

いる。周辺では、調査区から北東ヘ

約100mの地点で、市道改良工事に

伴う調査が実施されており、近世か

ら近代の遺構や遺物が確認されてい

る。地形分類上は、市域の平野部の

大半を占める洪積段丘低位面上に立

地しているものと考えられる。トレ

ンチは 1カ 所設定した。

第28図 岡田遺跡96-7区地形図

2.層位と遺物の出土状況 (PL.■ 。30)

厚さ40cm程の盛上を除去すると、まず耕作土である灰色土 (約15cm)が現れる。耕作上の下には灰白

色細砂 (約 10cm)、 茶褐色混じり灰褐色砂質土 (約10cm)、 暗褐色シルト (約40cm)、 淡黄灰褐色粘土

(約20cm)の各層がそれぞれ水平に堆積し、地山と捉えられる明橙色粘土に至る。この層からは非常に

湧水が激しい。また部分的に暗褐色シルトの直上に灰褐色シルト (約20cm)や暗褐色混じり灰褐色シル

ト (約 10 cm)が認められる部分もある。

今回の調査では遺構や遺物はまったく確認されなかったが、地山直上の暗褐色シルトは遺物包含層で
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ある可能性があり、今後周辺のデータの蓄積が進めば、遺跡の拡がりを知る手がかりとなることが期待

される。

第 9節 95-1区 の調査

1.位置 (第 25。 29図 )

岡田遺跡の北東部、岡田集落の南

西部に位置し、地形分類では洪積段

丘低位面にあたる。付近における過

去の調査例を見ると、調査区の西側

において近世の整地層が確認されて

いる。今回のような岡田集落の中心

における調査は数例で、岡田集落の

変遷を知るうえで貴重なものといえ

る。
第29図 岡田遺跡95-1区地形図

2.層位と遺物の出土状況 (PL。 11。 30)

トレンチの層位は、表土 (①層)、 盛土 (②層)を除去すると、灰色砂質土 (③層)、 灰褐色砂質土

(④層)と 続く。以下は、⑨層及び①層をそれぞれベースとする落ち込みがみられる。

まず、マンガン粒含む黄褐色粘性シルト (⑨層)をベースとする落ち込みがみられ、その埋土はマン

ガン粒含む褐色砂質土 (⑤層)、 マンガン粒含む灰色シルト (⑥層)、 黄褐色粘性シルト (⑦層)、 灰

色粘性シルト (③層)で、地山を一部掘り込んでいる。

また、その下層に黄灰色粘性シルト (①層)をベースとする落ちが見られ、その埋上の灰色粘性シル

ト (⑩層)は、上面の遺構に一部切られている。

遺物は、⑤層より瓦片が数点出上した。図示していないが、いずれも近世のものと考えられる。

3。 遺構 (PL.11・ 30)

地山面にて、ピツト2つ を検出した。楕円形を呈し、直径約20cm、 深さ約15cmで、いずれも埋土は

灰色粘性シルトである。なお、遺物は出上しなかった。

註 ① 泉南市教育委員会「岡田遺跡90-3区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書Ⅸ』 (1992)
② 泉南市教育委員会「岡田遺跡90-2区の調査」 F泉南市遺跡群発掘調査報告書Ⅸ』 (1992)
③ 泉南市教育委員会「岡田遺跡 既往の調査」 F泉南市遺跡辞発掘調査報告書Ⅸ』 (1992)
④ 泉南市教育委員会「岡田遺跡94-2区の調査」 F泉南市遺跡群発掘調査報告書�I』 (1995)
⑤ 泉南市教育委員会「まとめ」 F市道市場岡田線新設に伴う岡田西・氏の松遺跡発掘調査報告書』 (1995)
⑥ 1995年度泉南市教育委員会の調査による。

⑦ 泉南市教育委員会「岡田遺跡90-1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書Ⅸ』 (1992)
③ 泉南市史編集委員会「第三章 産業の発達と地域社会の進展」 F泉南市史一通史編―』 (1986)
③ 周辺住民からの聞き取りによる。
⑩ ①と同じ。

致
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第 9章 まとめ

平成 8年度の文化財保護法に基づいた埋蔵文化財包蔵地内における発掘届出および通知は、第 1表に

示したとおり平成 8年 3月 1日 から平成 9年 1月 31日 までで 73件を数える。

この中で本書で報告する市内遺跡群の各地において個人住宅等に伴う発掘調査は、27件である。その

内訳は、第 2表に示したとおり、男里遺跡15件、樽井南遺跡 1件、岡中遺跡 1件、岡中西遺跡 1件、中

小路遺跡 1件、海会寺跡 1件、岡田遺跡 7件である。これらの調査面積は、比較的小規模なものばかり

である。しかし個々の調査で得られた情報はそれぞれ大きな意味を持つものであることは言うまでもな

ヤヽ。

なお、本書では前年度未報告分の男里遺跡10件 (95-10～ 17・ 19区 )、 岡中遺跡 1件 (95-2区 )、

岡中西遺跡 1件 (95-2区 )、 岡田遺跡 1件 (95-1区)も併せて報告している。以下、今年度得られ

た結果と過去のデータ等を比較しながらまとめを行なってみたい。

96-1区は、今年度本市で最も大きな成果を挙げた調査区である。S K01は 、廃棄土坑として考えら

れる。出上した遺物は日常雑器以外に、製塩土器が多く出土したことで製塩を行なっていた集団の存在

が推定できる。この他に、様々な土器以外の遺物が出上したことは、このムラの集団の生活実態にまで

迫れる貴重な資料となった。

次に竪穴住居について考えてみたい。市域では、古墳時代以降の竪穴住居は岡田東遺訴推引き続き2

例目である。泉南地域においても古墳時代後期以降の竪穴住居の検出事例は非常に稀であり、今後の貴

重な資料となる。時期的には本調査区例の方がやや新しいものと考えられるが、本調査で検出されたも

のは主柱穴を欠き、カマドの構造もやや異質である。これが常時居住用として使用されていたものなの

か今後の課題となるであろう。またほとんど時期をおかず掘立柱建物が出現していることも岡田東遺跡

の事例と共通している。

96-2区および3区は、いずれも男里川の堤防に近接した地点の調査である。いずれの調査において

も砂層や礫層が検出され、男里川の堆積作用を窺わせる資料となった。

96-4区は、近年数少なくなった現在の男里集落のほぼ中心部における調査である。既往の調査の大

半は、中世から近世の遺構・遺物が出上している。しかし本調査においては、中世の遺構面の下層に弥

生時代終末から古墳時代前期にかけてのかなり安定した遺構面が確認され、当該期の遺構の存在の可能

性もあることが確認された。さらに、これまで男里遺跡内では脚台付の製塩土器がかなり出上している

ものの、それらのほとんどは、双子池周辺に限られていた。しかし本調査における出土は、その分布範

囲を大きく拡げる結果となった。

96-5区は、現在の男里集落の東端にあたる。半径50m付近の調査のほとんどは、砂礫の遺構面が検

出されていたが、今回初めて安定したシルト層の面を確認し、中世の集落を検出することができた。し

かし、同―トレンチ内においても遺構面の土質が東偵1に向かって大きく異なり激変し、礫層になること

から、この付近の集落はかなり限定的なものと考えられる。

96-6区で注目されるのは、線刻を持った土器が出土したことである。この土器は明らかな生駒西麓

産のものであり、河内地域からの搬入品である。時期的には、細片のため明確なことは言えないが、突

帯紋土器である可能性が高い。
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次に、検出された遺構を見てみると、付近は従来、男里川の旧河道が想定されていた地域であり、遺

構面は砂礫層が検出されていた。しかし、近年の調査で安定したシルト面も確認されるようになり、遺

構も検出されるようになった。特に昨年度の95-1区では、縄紋晩期の包含層と安定したシルト面上に

遺構が検出されている。孫調査区における遺構が検出された暗黄褐色シルトの面と同時に、検出された

遺構がピットだけであるということも注目される。

96-7区では、遺構は検出されなかったものの最下層の暗褐色粘土から縄紋晩期の遺物が出土した。

出土した遺物は、いずれも深鉢で、 77・ 78は 滋賀里Ⅳ式、79は 長原式に相当するものと考えられる。

また 79は、生駒西麓産の胎土であり、95-1区の分類によっても長原式の特徴を持つ土器はそのほと

んどが生駒西麓産の胎上であることが明らかになっている。

昨年度以降双子池の北側部分で、縄紋晩期の遺構・遺物の検出が相継いだことになった。本調査区に

おいて、縄紋晩期の包含層として捉えられたことはかなりの広範囲に滋賀里式から長原式段階の時期に

かけて生活基盤があつたと理解できるであろう。

96-8区は、男里川の旧河道が推定される地域であるが、中世の段階には既に地形が安定し耕作地と

して利用されていたことは、男里遺跡の生産域を特定する貴重な資料となった。

96-9区は、今年度最も北に位置するトレンチである。本調査区では、男里遺跡東部や北東部に広く

分布する黒褐色系の粘性土層が確認されず、この上層の分布範囲を限定できる資料となった。

一方、96-10区 。11区では中世の包含層の下層に黒褐色系の粘性土層を確認することができた。11区

では黒褐色系の上層を除去するとかなり大きな落ち込みが検出され、地山面の自然地形が隠されている

ことも確認できた。

96-12・ 13区、95-■ ～13,15～ 17。 19区は、遺跡北東部に位置する近接した調査区である。これ

らの調査区は、ほとんど同一の層位を示しており、先述の黒褐色系の粘性土層がいずれの トレンチでも

確認された。しかしこの黒褐色系の粘性土層の上面においては全 く遺構は検出されなかった。遺構は、

地山である責褐色系のシルト層上でいくつかのトレンチにおいて検出されたが、いずれも植物痕のよう

な性格を持ったものと考えられる。遺物は、非常に少ないものの旧耕作土から僅かに出土しているトレ

ンチもあった。特に、今年度は95-11・ 17区 で出土した遺物が図化でき、大きな成果となった。

96-14・ 15区は、遺跡東端にあたる現在の馬場集落内西側の調査である。遺構・遺物が確認されず、

氾濫原状の地山が検出されたことは、馬場集落が形成されるにあたって当該地区は、かなり最近の段階

で集落に含まれ、それ以前は荒撫地であったということが言えるだろう。

95-14区は、96-4区 と共に数少ない現在の男里集落の内の調査である。近代以降にかなり攪乱を

受けているが、安定したにぶい黄褐色粘上の地山が検出されたことで、付近に遺構の存在が想定できる

良好な資料となった。

樽井南遺跡は、今年度当該地の開発に伴う試掘調査によって新規に発見された遺跡である。検出され

た土坑 (S K01)は、大量の焼土と浅く掘 り窪められた底面が焼けていることを考えると土器焼成用の

遺構であることはほぼ間違いないと考えられる。これと同様の例は、本調査地の北西約400mの戎畑遺

跡で、かなり大規模な集落と共に20基の真蛸壷焼成用と考えられる窯が見つかっている。
そ
米調査例も出

上した瓦器椀などから考えて時期的に非常に近く、かつ地形的にも同じ長山丘陵の麓部分であるという

ことを考え合わせると、蛸壷を焼成し蛸漁を行なっていた集団の村がこの地まで及んでいたという証拠
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となるだろう。

岡中遺跡も毎年着実に調査件数を重ね成果を挙げている。96-1区は数少ない遺跡北部の調査例であ

る。遺構は検出されなかったが、遺跡内における中世の包含層である黒褐色粘土層の拡がりが、今後の

課題となった。

95-2区 も調査件数の少ない遺跡東よりの経塚山の麓部分である。本調査区においても比較的安定し

た地山と中世の包含層が確認されたことで、この地域にも中世の遺構が存在する可能性が強くなった。

岡中西遺跡は、金熊寺川の氾濫原上に立地する遺跡である。府道金熊寺男里線に伴う本市教育委員会

と (財)大阪府埋蔵文化財協会の調査似降ほとんど調査が行なわれることがなかったが今年度は久々の

調査となった。96-1区、95-1区 いずれの調査においても砂礫層の地山が検出され、まさに本遺跡

が金熊寺川の氾濫原上に立地することを確認するデータとなった。

次に、市域の東側に位置する遺跡について見てみたい。中小路遺跡は、樫井川の左岸の段丘面上に立

地する遺跡群のひとつである。調査区は 1件のみで、遺跡縁辺部にあたる。本調査では遺構が検出され

ず、不安定な礫層の地山が検出されたことは、中小路遺跡内における遺構分布の範囲を限定する上で成

果があったものと考えられる。

海会寺跡は、 1件のみの調査である。遺跡の南側部分では、北東方向に向かって開く大規模な開析谷

が現在でも確認できる。本調査区は、その開析谷部分に位置しており、この谷がかつてはさらに深いも

のであることが確認できた。また出土遺物からその埋積の年代も特定できよう。

岡田遺跡は、毎年着実に調査件数が重ねられているが、今年度は最も多い調査件数となった。

96-1区は、2カ所の近接したトレンチで地山の様相が大きく異なった。第 1ト レンチではかなり水

分を含んだ粘性土、第 2ト レンチではほとんど水分のない礫を部分的に含んだシルト面が確認された。

レベル差は約 lmを測り、第 2ト レンチの方が高い。また、第 2ト レンチで検出された良好なピット群

は、明らかに掘立柱建物の一部と考えられる。このことから、当該地区の地形は一見平坦に見えるもの

の、かなりの微地形が隠されており、集落もこれらの地形を選んで形成されていることが明らかになっ

た。

96-2～ 6区は、近接した同一地区での調査である。いずれのトレンチにおいても滋味上の下層には

中世の旧耕作土と考えられる砂質系のシルト層が確認された。この層は、遺跡中央部から南部にかけて

広く確認されるもので、当該地区は中世以降広く耕作地として利用されてきたことが改めて理解できた

ものと思われる。

また、96-3区において検出されたS X01は、近代の粘土採掘坑と考えられる。同様の例は、近接す

る氏の松遺跡においても、かなり大規模で規格的に掘削された粘土採掘坑と考えられる土坑が見つかっ

ている。地 調査における粘土採掘の規模は知り得ないが、岡田地区一帯のかなり広い範囲で粘上を採掘

していたことが確認できる資料である。

96-7区は、ほとんど調査例のない遺跡の北西縁辺部の調査例である。遺構は検出されなかったもの

の、遺物包含層と考えられる層が分布することは、今後遺跡の拡がりを確認する上の手がかりとなるで

あろう。

95-1区は、現在の岡田集落の内部の調査である。確認できた土層は、中世の旧耕作土とほぼ同じ土

質を持つものの、出土遺物は近世の瓦などが出上しておりその性質や明確な時代を特定することができ
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なかった。これら土層が、元来存在した旧耕作土なのか近世の岡田集落の整地に伴う客土なのか今後の

課題となろう。

以上簡単にまとめを行なってきた。いずれも、点的な調査であるため、現段階においては事実報告の

確認のみに終始せざるを得ないが、今後のさらなる調査の進展によって点から線、さらには面的な歴史

の復元に至ることを期待して今年度のまとめとしたい。

註 ① 泉南市教育委員会「岡田東遺跡91-1区の調査」 F泉南市遺跡群発掘調査報告書X』 (1993)
② 泉南市教育委員会「男里遣跡95-1区の調査」『泉南市遺跡辞発掘調査報告書�Ⅱ』 (1995)
③ ②と同じ。

④ 泉南市教育委員会『戎畑遺跡発掘調査現地説明会資料』(1996)・ 城野博文「泉南市戎畑遺跡の調査」『大阪府下埋蔵文化財研究
会 (第 35回)資料』 (財 )大阪府文化財調査研究センター (1997)

⑤  (財)大阪府埋蔵文化財協会 F岡中西遺跡』 (1988)
⑥ 泉南市教育委員会 F市道市場岡田線新設に伴う岡田西・氏の松遺跡発掘調査報告書』 (1995)
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ユ 正法寺跡 北ノ前遺跡 樫井西遺跡 新家古墳辞 林昌寺瓦窯跡

Jヽ垣内遺跡 野 宮々遺跡 藤波追跡 新家オドリ山南遺跡 182 林昌寺銅鐸出土地

大谷池遺跡 総福寺天満宮本殿 樫井城跡 フキアゲ山西遺跡 岡中追跡

大久保B遺跡 宮ノ前遺跡 奥家住宅 引谷池窯跡 高田山古墳辞

5 下高田遺跡 垣外遺跡 道ノ池遺跡 兎田遺跡 岡中西追跡

紺屋遺跡 屯田遺跡 岡ノ崎遺跡 フキアゲ山東遺跡 雨山南遺跡

7 口無池遺跡 八王子遺跡 中菖蒲遺跡 フキアゲ山1号墳 福島遺跡

東円寺跡 慈限院金堂・多宝塔 岸ノ下遺跡 フキアゲ山2号墳 尾崎海岸遺跡

降井家屋敷跡 日根神社遺跡 諸目遺跡 兎田古墳群 馬川北遺跡

大久保C追跡 西ノ上遺跡 城ノ塚古墳 池尻遺跡 190 馬川遺跡

lユ 中家住宅 川原遺跡 禅興寺跡 中の川遺跡 下出北遺跡

大久保A遺跡 母山遺跡 ダイジヨウ寺跡 岩の前遺跡 192 室堂遺跡

五門北古墳 母山近世墓地 上之郷遺跡 別所北遺跡 平野寺 (長楽寺)跡

14 五門遺跡 向井山遺跡 向井代遺跡 別所遺跡 向出遺跡

五門古墳 鏡塚古墳 意賀美神社本殿 高野遺跡 195 高田西遺跡

大浦中世墓地 梨谷遺跡 向井池遺跡 昭和池遺跡 向山遺跡

7 大浦遺跡 笹ノ山遺跡 三軒屋遺跡 上村遺跡 高田南遺跡

甲田家住宅 土九遺跡 川原遺跡 狐池遺跡 和泉鳥取遺跡

久保B遺跡 土九南遺跡 岡田東遺跡 上野中道遺跡 雨山遺跡

鳥羽殿城跡 雨山城跡 岡田遺跡 155 芋掘遺跡 200 内畑遺跡

墓の谷遺跡 土丸城跡 氏の松遺跡 156 石ケ原遺跡 皿田池古墳

来迎寺本堂 下大木遺跡 座頭池遺跡 高倉山南遺跡 正方寺遺跡

池ノ谷遺跡 大木遺跡 岡田西遺跡 本田池遺跡 西畑遺跡

成合寺遺跡 稲倉池北方遺跡 新伝寺遺跡 上代石塚遺跡 自然田遺跡

山ノ下城跡 大西遺跡 中小路北遺跡 信之池遺跡 王田山遺跡

山出遺跡 松原遣跡 中小路西遺跡 滑瀬遺跡 206 玉田山古墳群

上瓦屋遺跡 中開遺跡 7 中小路追跡 六尾遺跡 207 玉田山須恵器窯跡

奏遺跡 末廣遺跡 8 坊主池遺跡 六尾南遺跡 208 寺田山遺跡

壇波羅密寺跡 安松遺跡 9 中小路南遺跡 天神ノ森遺跡 209 黒田西遺跡

壇波羅遺跡 長滝遺跡 北野遺跡 キレト遺跡 210 鳥取北遺跡

佐野王子跡 植田池遺跡 一岡神社遺跡 高田遺跡 鳥取遺跡

上町東遺跡 郷ノ芝遺跡 122 海会寺跡 男里北遺跡 212 鳥取南遺跡

市場東遺跡 日根野遺跡 海会寺跡瓦窯 戎畑遺跡 黒田南遺跡

若宮遺跡 机場遺跡 大苗代遺跡 男里遺跡 神光寺 (連池)遺跡

上町遺跡 棚原遺跡 仏性寺跡 170 光平寺跡 三味谷遺跡

俵屋遺跡 羽倉崎東遺跡 海営宮池遺跡 光平寺石造五輪塔 三升五合山遺跡

北尻遺跡 羽倉崎遺跡 市場遺跡 樽井南追跡 小日谷遺跡

岡口遺跡 嘉祥神社本殿 向井山遺跡 男里東遺跡 井関遺跡

中嶋遺跡 道ノ池遺跡 新家追跡 長山遺跡 219 石田山遺跡

小塚遺跡 羽倉崎上町遺跡 下村遺跡 山ノ宮遺跡 西鳥取遺跡

十二谷遺跡 船岡山遺跡 下村北遺跡 前田池遺跡 戎遺跡

丁田遺跡 岡本廃寺 下村l号墳 幡代遺跡 貝掛遺跡

新池尻遺跡 田尻遺跡 新家オドリ山東遺跡 幡代南遺跡 金岡じ寺遺跡

大坪遺跡 船岡山南遺跡 新家オドリ山遺跡 奥ノ池遺跡 塚谷古墳群

市堂遺跡 夫婦池遺跡 135 下村2号墳 林昌寺跡

第 5表 文化財一覧表

-52-



報告書抄録

ふ り が な せんなんしいせきぐんはっくつちようさほうこくしよ14

書 名 泉南市遺跡群発掘調査報告書

副  書  名
巻 次 XIV

シ リーズ名 泉南市文化財調査報告書

シリーズ番号 第三十集

編 著 者 名 仮屋喜一郎・岡田直樹・石橋広和・岡 一彦・城野博文。河田泰之。大野路彦
編 集 機 関 泉南市教育委員会

所  在  地 〒590-05 大阪府泉南市樽井一丁目1番 1号 TEL.0724(83)0001

発行年 月 日 西暦 1997年 3月 31日

ふ りが な

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コー ド
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調査面積

(ぽ )
調査 原 因

市町村 遺跡

男里遺跡 大阪府泉南市

男里

27228 ON 度

分
秒

度
分
秒

96-1  199606～ 07
96-2  199608
96-3  199610
96-4  199606
96-5  199612
96-6  199611
96-7  199605
96--8  199611
96-9  199611
96-10  199608
96-11  199612
96-12  199609
96-13  199604
96-14  199604
96-15  199607
95-10  199601
95-11  199601
95-12  199601
95-13  199601
95-14 199601
95-15 199601
95-16  199601
95-17  199602
95-19  199603

共同住宅
住宅付倉庫
住宅新築
住宅新築
共同住宅
事務所
住宅新築
作業所
住宅新築
住宅新築
住宅新集
住宅新築
住宅新築
分譲住宅
住宅新築
住宅新築
住宅新築
住宅新築
住宅新集
住宅新集
分譲住宅
分譲住宅
住宅新築
住宅新築

たるヤヽみとみいせき

樽井南遺跡
し
市
協
南
ユ
泉
ふ
府
静
阪
い井

耕
大
脇
樽

27228 TM 度
分
秒

度
分
秒

96--1  199612 宅地造成

樹筆遣蘇
し
市
熟
南剌臓
”附
”頬
躁礎

27228 OK 度
分
秒

度
分
秒

一　

一

199606
199603

住宅新築
住宅新築

おかなかにしヤヽせき

岡中西遺跡 大阪府泉南市
しムスちおか紗

信達岡中

27228 OKW 度
分
秒

度
分
秒

96-1  199608
95-1  199602

店舗付住宅
住宅新築

串ポ蕗遣詠 大阪府泉南市
しんだちおかなか
信達岡中

27228 NK 度
分
秒

度
分
秒

96--1  199606 4 住宅新築

筒島遣蘇 大阪府泉南市

岡田

27228 OKD 度
分
秒

度
分
秒

96-1  199608
96-2  199609
96-3  199605
96-4  199608
96-5  199608
96--6  199606
96-7  199612
95-1  199601

住宅新築
住宅新築
宅地造成
住宅新築
住宅新築
住宅新築
住宅新築
住宅新築

修会与詠 葉誠舟繁咎帝
糟笹央台梃

27228 KAI 度
分
秒

度
分
秒

96-1  199604 住宅新築



所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

男里遺跡

96-1

96--2

96--3

96--4

96-5
96-6

96--7

96--8

96--9

96-10

96-11
96-12
96-13
96-14
96-15
95-10
95-11

95-12
95-13
95-14
95-15
95-16
95-17
95-19

集落

生産遺跡

集落

集落

集落

集落

集落?

集落?

集落?

飛鳥～白鳳

不明

不明

弥生時代末～

中世

中世

縄紋晩期?

縄紋晩期～

中世

縄紋晩期?～

中世

中世

不明

中世

不明

不明

不明

不明

中世

中世

不明

中世

不明

不明

不明

中世

中世

竪穴住居・堀立柱建物・

土坑など

ピット

ピット(堀立柱建物)

ピット

土坑

ピット

土坑

土坑

土坑

土坑

須恵器・土師器・製土器など

須恵器・土師器・瓦器・瓦質

土器・製塩土器など

須恵器。上師器・瓦器など

縄紋土器?・石製品など

縄紋土器・土師器など

須恵器・土師器・瓦器・サヌ

カイト片など

土師器・瓦質土器など

土師器など

土師器・瓦器など

土師器など

土師器・瓦器など

土師器など

7世紀代後半の上坑
一括資料

男里遺跡の最も西方

で製塩土器が出土

縄紋土器と考えられる

土器に線刻画

滋賀Ⅳ式の突帯紋土

器出土

樽井南遺跡

96-1 集落
生産遺跡

中世 土師器・瓦器・真蛸壷など 新規発見の中世集落

確認

岡中遺跡

96-1
95-1

明

明

不

不

岡中西遺跡

96-1
95-1

明

明

不

不 氾濫原の拡がり移確認

中小路遺跡

96-1 不明

海会寺跡

96-1 中世

岡田遺跡

96-1
96--2

96--3

96--4

96--5

96--6

96--7

95-1

落

　

落

集

　

集

集落?

中世～近世

不明

中世～近世

不明

不明

不明

不明

中世～近世

落ち込み・ピット土坑

溝・粘土採掘坑

と|ント

土師器・瓦など

瓦器など

瓦など

良好な柱穴多数確認

近現代の粘土採掘坑
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PL。 1 泉南地域の文化財
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PL.3 男里遺跡・博井南遺跡調査区位置図
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PL.4 キレト遺跡・ 中小路西遺跡・新家遺跡調査区位置図
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T-122m

P122m

1 茶褐色ンル ト (焼土混入)
2 黒褐色シル ト (茶褐色シル トプロック上・焼土・炭化物混入)
3 黒褐色シル ト (黄褐色プロック土混入)
4 黒褐色ンル ト (焼上・炭化物混入)
5 黄褐色粘性シル ト
6 黄褐色シル ト (地山)

SK01断面図

Q   二 12加
ぢツ 3

1 黒褐色シル ト
2 茶褐色シル ト
3 茶褐色粘性シル ト (遺構面 )

SX01断面図

1 黒褐色ンル ト (焼土・炭化物混入)
2 茶褐色ンル ト (焼上プロック・炭化物混入)
3 淡茶褐色シル ト (炭化物多量混入)
4 灰褐色シル ト (焼土・炭化物混入)
5 茶褐色シル ト (黄褐色シル トプロック土混入)
6 黒褐色ンル ト (決化物混入)
7 黄褐色シル ト

西壁断面図

1 盛土
2 灰褐色シル ト
3 淡灰黄色シル ト (マ ンガン混入 )
4 灰黄褐色ンル ト
5 黒褐色シル ト
6 茶褐色シル ト
7 黄褐色シル ト

J122m

N122m

8 黒褐色シル ト (茶褐色シル トプロック土混入)
9 茶褐色ンル ト
10 茶褐色粘性シル ト
11 茶褐色粘性ンル ト (黄褐色シル トプロック土

混入・ 下層遺構 )

12 黄褐色シル ト (茶褐色ンル トプロック上混入
・ 下層遺構)

PL.5 男里遺跡96-1区調査区

0                                         6m

B A122m

⊆122m

F             _二 122m

H                            G 122m

1 黒褐色シル ト
2 黒褐色ンル ト (黄色シル トプロック土混入 )
3 茶褐色シル ト
4 灰白色粘土
5_茶褐色粘性ンル ト (遺構面 )

SB01・ 02断面図

区
旧
蓋
瑚
樫

閾
到
結
膀

SH01断面図



第 2ト レンチ南壁断面図

6 灰黄褐色粘性シル ト
7 黄褐色粘性ンル ト
8 暗黄褐色粘性ンル ト
9 黄褐色砂礫 (粘性土混入)
10 晴灰褐色粘性ンル ト

1 灰黒色土
2 淡灰黄褐色上
3 黄灰褐色ンル ト
4 灰褐色シル ト (マ ンガン粒混入 )
5 暗黒灰褐色シル ト (マ ンガン粒混入 )
6 淡黒灰褐色粘土
7 灰褐色シル ト
8 灰褐色砂礫
9 暗茶褐色ンル ト
10 淡黒褐色粘土
11 暗黄褐色シル ト

12.明 灰褐色粘土 (茶褐色粒混入 )

13 暗灰褐色シル ト (及化物混入)

14.暗黒灰褐色粘性ンルト (マンガン粒多暑混入)

15_灰褐色ンルト (マンガン粒多量混入)

PL.6 男里遺跡調査区①

1 盛土
2 褐色砂質シル ト
3 暗褐色砂際

ON96-3区北壁断面図

ON96-5区調査区

第 1ト レンチ平面図
及び断面図

Ａ

ヽ

エ

ー

1 臨土
2 黒色シル ト
3 褐色砂質シル ト
4 暗褐色礫
5 黄褐色粘性ンル ト
6 暗褐色砂礫
7 黄褐色微砂
8 褐色砂礫

k 盛±            5 極暗褐色粘性土

2 褐色砂質シル ト       6 褐色シル ト
3 暗褐色粘性±       7 褐色砂礫

4 黒褐色粘性土 (炭化物混入)

ON96‐ 4区平面図及び断面図

1 黒灰色シル ト
2 赤褐色砂質シル ト
3 灰褐色砂質シル ト
4 黄灰褐色砂質ンル ト
5 褐灰色砂質ンル ト

1 黒褐色ンル ト
2 赤褐色砂質シル ト
3 灰褐色砂質シル ト
4 黄灰褐色粘性シル ト
5 褐灰色粘性シル ト
6 灰黄褐色粘性シル ト
7 暗灰色砂礫

ON96-2区北壁断面図

ヾi朗
のた ::::PitC巧象     

だ)Ht04

―

ON96‐ 6区平面図及び断面図



1 盛土
2 黒色砂質シル ト
3 褐灰色砂質シル ト
4 暗黄褐色粘性シル ト
5_黒褐色粘性シル ト
6 暗黄色粘性ンル ト

ON96-10区北壁断面図

1 盛土
2 褐灰色細砂
3 黒灰色ンル ト
4 青灰褐色粘性シル ト
5 褐灰色粘性シル ト
6 灰褐色粘性ンル ト
7 灰白色粘土

ON96-9区北壁断面図

ON96-8区南壁断面図

1 盛土
2 黒色砂質シル ト
3 赤褐色砂質シル ト
4 褐灰色砂質ンル ト
5 暗褐色粘性シル ト
6 褐色粘性シル ト

ON96-12区北壁断面図

1 盛土
2 暗灰色粘性土
3 明褐色粘性土
4 にぶい褐色砂礫

ON96-14区南壁断面図

PL.7 男里遺跡調査区②

1 盛土
2 黒褐色シル ト
3 緑灰色粘性シル ト
4 褐灰色粘性シル ト
5 明褐色粘性シル ト
6 茶褐色粘性シル ト
7 灰黄色細砂
8 暗褐色粘土
9 灰白色粘土 (礫混入)

ON96-7区東壁断面図

1 盛土
2 灰黄色粘性シル ト
3 灰褐色粘性シル ト
4 暗黄灰色粘性シル ト
5 暗灰色粘性シル ト
6 極暗褐色粘性ンル ト
7 黒色粘土
8 黄褐色粘性シル ト

ON96-11区平面図
及び断面図

1 黒色ンル ト
2 褐灰色シル ト
3 灰褐色シル ト
4 灰褐色粘性シル ト
5 茶褐色粘土 (礫混入 )
6 黄色粘土 (礫混入 )
7 茶色砂質土
8 黄色粘上 (礫混入 )

1 盛土
2 暗灰色粘性土
3 明灰色粘性土
4 淡黄褐色シル ト (灰褐色土混入 )
5 淡黒褐色粘性ンル ト
6 にぶい褐色礫

ON96‐ 13区西壁断面図

1 盛土
2 灰色砂質シル ト
3 褐灰色砂質ンル ト
4 褐色粘性シル ト
5 暗褐色砂珠層

ON96-15区東壁断面図
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PL.8 男里遺跡調査区③

1 盛土
2 灰色砂質シル ト
3 褐色砂質シル ト
4 褐灰色砂質シル ト
5 暗褐色粘性シル ト
6 黒色粘性シル ト
7 暗黄褐色粘性シル ト

ON95-12区東壁断面図

1 盛土
2 灰色砂質シル ト
3 灰褐色砂質シル ト
4 暗褐色砂質シル ト
5 黒褐色粘性シル ト
(褐灰色粘性シル トプロック混入 )

6 黄褐色粘性シル ト

ON95-11区東壁断面図

―

1 盛土
2 灰色砂質シル ト
3 灰褐色砂質シル ト
4 暗褐色砂質ンル ト
5 黒褐色粘性ンル ト
6 黒色粘性シル ト
7 黄褐色粘性シル ト

ON95-10区平面図
及び断面図

1 盛土
2 灰色土
3 灰白色土 (褐色土混入 )
4 褐灰色土 (黒褐色プロック土混入 )
5 黒褐色土 (灰褐色土混入 )
6 暗黒褐色粘土
7 淡黄褐色粘土

ON95‐ 16区北壁断面図

◎ SK01

北墜断面図

1 盛土
2 暗褐色土
3 褐灰色シル ト
4 褐灰色粘土
(黒褐色プロック土混入 )

5 褐色混 じり黒褐色粘土
6 黒灰褐色シル ト

7 にぶい黄褐色粘土
8 淡灰色シル ト (礫多量混入 )
9 黄灰褐色砂
10 黄笹色砂
H 褐灰色砂

ON95-14区断面図

1 盛上
2 黒色砂質シル ト
3 橙色砂質シル ト
4 褐色砂質シル ト
5 黒褐色粘性シル ト
6 黄褐色粘性シル ト

東壁断面図

1 盛土
2 灰色砂質シル ト
3 褐色砂質シル ト
4 褐灰色砂質シル ト
5 晴褐色粘性シル ト
6 黒褐色粕性シル ト
7 暗黄褐色シル ト (礫混入 )

ON95-17区北壁断面図

〃

７

■

―

1 盛土
2 灰自色土
3 灰白色土 (褐色土混入 )
4 黒褐色土
5 暗黒褐色粘土
6 淡黄褐色粘土

ON95-15区北壁断面図

半
SQЪ
SK01

1 盛土
2 灰色砂質シル ト
3 褐色砂質シル ト
4 黒褐色粘性シル ト
5 暗黄褐色粘性ンル ト (礫混入)

ON95-13区平面図及び
断面図

0                        4m
I

ON95-19区平面図及び断面図



PL。 9 博井南遺跡96-1区調査区

1 暗灰色シル ト
2 明灰色シル ト
3 暗澄色シル ト (明灰色シル ト混入)
4 明褐色粘性シル ト (マ ンガン粒混入)
5 茶褐色粘性シル ト
6 黄褐色粘性ンル ト
7 灰褐色粘性シル ト (茶褐色粒混入)
8 灰褐色粘性ンル ト
9 茶褐色ンル ト (礫混入)
10.明褐色粘性シル ト

11 茶褐色粘質土

0                                         6m

A― B間土層断面図

1 にぶい黄色粘土
2.黒色シル ト
3 赤褐色ンル ト
4 黄褐色粘性ンル ト (SD01)
5 黄褐色ンル ト (S画 1)
6 茶褐色粘性シル ト (SD01)

SX01土層断面図



1 毒土
2 暗褐色土 (褐色土混入)
3 灰色土 (褐色土混入 )
4 暗褐色土
5 灰褐色土
6 灰色砂質土 (マ ンガン粒混入)
7 暗灰褐色土 (マ ンガン粒混入 )
3 暗褐色土

OK95‐ 2区断面図

PL。 10 岡中遺跡・ 岡中西遺跡・ 中小路遺跡・ 岡田遺跡調査区

1 表土
2 褐色上 (灰色土混入 )
3 暗費褐色土
4.淡灰色土 (黒褐色土混入)
5 黒褐色粘土
6 暗灰褐色土

OK96‐ 1区東壁断面図

1 盛土
2 暗灰色ンル ト
3 灰色砂質シル ト
4 橙色シル ト
5,褐色ンル ト
6 褐灰色シル ト
7 暗褐色粘性シル ト
8 赤褐色礫

NЮ← 1区北壁断面図

1 灰色土
2 明赤褐色土
3 淡賞掲色土
4 灰褐色砂礫

OKW95■区東壁断面図

1 盛土
2 暗褐色砂礫

OKW96‐ 1区南壁断面図

OKD96-1区 1ト レ平面図及び断面図

1 盛土
2 褐灰色砂質シル ト
3_黄褐色粘性シル ト
4 褐色砂質ンル ト
5 黒色粗砂
6 灰褐色砂質シル ト

1 盛土
2 暗灰色砂質シル ト
3 赤褐色粘性シル ト

OKD96‐ 1区 2ト レ平面図及び断面図

1 盛土
2 黒色シル ト
3 褐色砂質シル ト
4 灰褐色砂質シル ト
5 黄褐色粘性シル ト
6 褐灰色砂質ンル ト

OKD96-2区西壁断面図



1 盛土
2 黒褐色砂質土
3 灰褐色砂質土 (黄色砂質プロック上混入)
4.黄色粘土 (礫混入)

OKD96-6区 北壁断面図

1 盛土
2 淡青灰色粘土
3 淡灰白色粘土

KA196‐ 1区東壁断面図

1 盛土
2 灰色砂質シル ト
3 灰褐色砂質ンル ト
4 黄褐色粘性シル ト

OKD96-5区北壁断面図

1 盛土
2 灰色土
3 灰自色細砂
4 灰褐色砂質土 (茶褐色砂質土混入 )
5 嗜褐色シル ト (礫混入 )
6 淡黄灰褐色粘土
7 明種色粘土

OKD96‐ 7区東壁断面図

1 盛土
2 カクラン
3 黒色シル ト
4 灰色ンル ト (マ ンガン粒混入)
5 灰褐色ンル ト (黄色ンル トプロック土混入)
6 灰色シル ト (黄色シル トプロック土混入 )
7 褐灰色シル ト
8 灰色シル ト
9 黄褐色シル ト
10 黄色粘土

PL。■ 岡田遺跡・海会寺跡調査区

1 盛土
2 灰色砂質シル ト
3 赤褐色砂質シル ト
4 灰褐色砂質シル ト
5 黄褐色粘性シル ト

OKD96-4区北壁断面図

1 表±              7 黄褐色粘性シル ト

2 盛±              8 灰色粘性シル ト

3 灰色砂質±           0 黄褐色粘性ンル ト

4 灰褐色砂質±          10 灰色粘性ンル ト

5 褐色砂質土 (マ ンガン粒混入) 11.黄 灰色粘性シル ト
6 灰色シル ト           12.黄 色粘土

(マ ンガン粒・炭化物少量混入)   (ク サリレキ混入)

OKD95‐ 2区平面図及び断面図

◎

A― B間断面図

OKD96‐ 3区平面図及び断面図
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PL。 12 男里遺跡96-1区出上の上器
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PL.13 海会寺跡96-1区出土の平瓦
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PL.14 男里遺跡96-1区①

全景 (南から)
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SB01・ SB02(】ヒから)



PL.15 男里遺跡96-1区②

M01
(南から)

SK01

(】ヒから)

SB01Pit断面

(封ヒから)



PL.16 男里遺跡96-2・ 3・ 4区
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PL。 17 男里遺跡96-5区

第 1ト レンチ全景

(】ヒから)

第 1ト レンチ全景

(南から)

第2ト レンチ全景

(】ヒから)



PL.18 男里遺跡96-6・ 7
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PL。 19 男里遺跡96-9。 10区
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96-9区
(封しから)

96-10区上層
(南から)

96-10区下層
(南から)



PL.20 男里遺跡96-11・ 12区

96-■区上層
(南から)

96-11区下層
(南から)

96-12区

(西から)



PL。 21 男里遺跡96-13・ 14。 15区

96-13区

(南から)

96-14区

(東から)
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PL。 22 男里遺跡95-10・ 11・ 12区
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PL。 23 男里遺跡95-13・ 14・ 15区
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(南から)
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PL.24 男里遺跡95-16・ 17・ 19区

95-16区

(西から)



PL。 25 樟井南遺跡96-1区

全景

(西から)

SK01

(南から)

土層断面

(南から)



PL.26 岡中遺跡96-

OK96-1区
(東から)

OK95-2区
(西から)

OKⅥ「96-1区
(封ヒか ら)
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PL.27 岡中西遺跡95-1区 。中小路遺跡96-1区・海会寺跡96-1区

OKW95-1区
(南から)

llK96-1区
(西から)

KA196-1区
(東から)



PL.28 岡田遺跡96-1・ 2区

96-1区第 1ト レンチ
(南から)

96-1区第2ト レンチ
(】ヒから)

96-2区
(南から)



PL.29 岡田遺跡96-3・ 4・ 5区

96-3区
(】ヒから)

96-4区
(】ヒから)

96-5区
(東から)
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PL.30 岡田遺跡96-6・ 7・ 95-1区

96-6区
(南から)

96-7区
(南から)

95-1区
(西から)



PL.31 男里遺跡96-1区 出上の上器



PL.32 男里遺跡96-1区出上の遺物①

娃琴宮鹿土 域 とi
SK-01出土の遺物



PL.33 男里遺跡96-1区出土の遺物②
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PL。 34 男里遺跡96-4区出上の上器



PL.35 男里遺跡96-6・ 7区出上の遺物



PL.36 海会寺跡96-1区出上の平瓦
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